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名古屋オペラ協会

創立 15周年記念誌



倉J立 15)司 年 1こ 想 うこと

名古屋オペラ協会

会 長 横 井 園 生

いつの間にか15年の月 日が経ちました。激 しい時の流れです。今日の

著 しい科学技術の進歩や、大量消費時代に於ける社会の変質によって、今や従来の価値観や道徳観

が大きく変りつつあります。且つては純粋であった日本的感性や精神文化までも、果質なものへ様

変りしようとしています。そのなかにあって、私達の「美しい日本オペラの創造」という創立の基

調精神は、今日に至るも微動だにせず、生成発展してまいりました。美しい日本の国と民族の誇り

とを、未来に向って伝えていかねばならぬという義務の観念が、常に意識の底に流れていればこそ、

よく、風雪に耐えて今日を築 くことができたのであります。

私達は数々の日本オペラを上演 してきました。「芸に生きる者の非情の魂」「絶対的な美に対す

る自己犠牲」そして「移りゆく時代のなかに、崩壊 してゆく家族の姿」など、様々な ドラマを通 し

て、人間性の美しさと人生の無常を見てきました。なかでも旗挙げ公演の「夕鶴」は、永遠に、深

く私達の心に残 っています。貧 しいなが らも楽 しかった与ひ ょうとつうの平和な暮 らしが、

与ひょうの金銭への欲望のために崩れてゆく。やがて去ってゆくつうに向って叫ぶ与ひょうの悲痛

な声が、夕焼空に空 しくこだまして……。あの感動はどこからくるのだろう。素ホトで正直な

与ひょうが、飽くなき物質への欲望のために、だいじな心まで失ってしまった。今日の日本の姿が

ここに象徴されている想いが致 します。去る九月七日、亡くなったあのマザー 。テレサが、国連に

於ける会議の席上で「貧 しいことは美しいこと」と言った言葉を新聞紙上で知りました。私は深い

感銘を受けました。

いま、私達がなすべきことは、日本人の愛、魂、道徳、克己など、これら生活のなかに息づいて

きた伝統的な美質を、オペラを通して人々にアピールすることです。諸君が歌うオペラの一応ゝしに、

懐 しい日本人の想いがこもっていなければなりません。また、たとえば、白秋の「からたちの花」

のなかに、日本特有の抒情の本質を汲みとることを忘れてはならないのです。

十五周年の記念すべき時にあたり、歴代の委員長と役員の方々、そして凡ての歌手の皆さんの、

情熱と献身に対 し、心からの賞賛を贈ります。そして協会を支えて下さった公的機関や、多くの聴

衆の方々に対 して、衷心より厚く御礼を申し上げます。また協会員の御家族の、陰ながらの御協力

があったればこそ、歌手たちは存分に舞合で活躍することができました。改めて感謝の意を表した

いと思います。

私達はこの15周年を契機として、更に大いなる希望をもって、明日に向って力強く第一歩を踏み

出そうではありませんか。
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創立 15周 年 によせて

名古屋オペラ協会

委員長 福 田 富 子

名古屋に日本のオペラを創る団体をおこそうと、横井園生先生、大賀寛

先生が中心となり、運動を始められ、それに賛同する同志に声をかけ、準

備のための会合を重ね、発足するまでに一年はかかったように記1臆 しております。横井先生を初代委

員長、竹本正俊先生を事務局長に、県立芸大より(当時)小林秀雄先生と神田詩朗先生、教育大より

(当時),H島博先生、名芸大より津田孝雄先生、名古屋音大より(当時)大賀寛先生と私がメンバーになっ

て、運営委員会を構成 し、東山のマンションの一室に集り、毎回深夜まで協議を重ねた事がついこの

間のように思い出されます。そしてこの会は、「 日本のオペラを主体とする音楽芸術の普及、向上を

計り、芸術文化の発展に寄与する…」という目的をしっかり打ち出し、活動を開始致 しました。

会員、準会員、第一期研究生の募集を行い優秀な人材を集め、昭和58年に「夕鶴」で旗挙げ公演を

行いました。それから年一回の本公演は休むことなく続けられ、今秋創立15周年記念公演として地元

発信のオペラ「琵琶白菊物語」を上演することが出来ました。

会場も、名古屋市民会館大ホールから始まり、愛知県文化講堂、名古屋市芸創センターそして平成

5年には愛知県芸術劇場が完成し、開館記念事業に加えて頂き「春琴抄」を上演 したことは記憶に新

しいところです。平成 7年に「袈裟と盛遠」平成 8年「額田女王」と次々と会場に合わせた大規模な

舞台で立派にオペラを上演出来ましたことは、指揮星出豊先生、演出の栗山昌良先生の熱心な御指導

があった事を忘れてはいけないと思います。

又、第二回公演より、指揮をお願いしました古谷誠一先生も、オペラのみならず、ナゴヤシティ管

弦楽団(現セントラル愛知交響楽団)のオーケス トラで「オペラアリアのタベ」「オペレッタのタベ」

「バロックのタベ」又は、準会員による「霊媒」「魔笛」等、素敵なアイディアを提供 して下さり、

きめ細かに御指導頂きました。

また、公演の度に、練習場を探 し求めておりましたが、この悩みも、昨年 6月 伊藤惣介氏により稽

古場として「スタジォあい」を建てていただき、安心して練習に打込めるようになりましたもこうし

た先生方のオペラ協会に対しての惜しみない御協力のお陰で、今日を迎えることが出来ましたこと、

感謝の気持でいっぱいです。

最近は、立派な会場が出来たことで、数多くの外国のオペラも来日し、鑑賞出来ることは有難いこ

とと思います。また、愛知県、名古屋市も各事業団主催でオーディション形式のオペラを毎年上演し

ています。歌手にとって力を発揮出来る場が増え、歌も演技も向上してまいりました。東京よリオペ

ラ事情は十年遅れていると感じた時がありましたが、差は年々少なくなってきたように思います。

ただ、一番頭を痛めていることは、会場が立派になったことにより、舞合の制作費が大変な額にな

ることです。それが出演者、及び会員全体の負担として重くのしかかってくることが大きな悩みとなっ

ています。経済的なバックのない私共任意団体が、これからも活動を続けてゆくためには、この問題

は大きな課題です。15年前と比べますと、びっくりする程の経費がかかっております。各財団、県、

市より助成 して頂けることで、やっと公演を続けておりますが、何とか少しづつ解決の方法を見つけ

ねば、ということがいつも頭にあります。会員、準会員、研究生の皆様の多大な協力で持ちこたえて

おります。

何はともあれ、一年一年良い舞合を作ることを心がけてきました。そして多くの観客に見て頂いた

ことは、本当に有難いことと思っております。これからも、会全体が一致団結して、可能な限りの良

い作品を作るよう、頑張ってゆきたいと決意しております。何卒各方面の皆様方もよろしく御支援下

さいますようお願い申し上げます。
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祝 辞

愛知県知事 鈴 木 本し 治

名古屋オペラ協会が創立15周年を迎えられましたことを心からお慶び

申し上げます。

人々が、真に豊かな生活を実現していくためには、物質的、経済的の

みならず、心のゆとり、潤いといった精神的充足感を得られることが不

可欠であり、芸術文化の意義は一層重要視されております。こうした中

で、音楽は、ますます私たちの生活に密着 したものとなっており、その

中でもオペラは、音楽性と演劇性を併せ持つ総合芸術として、その人気

は年々高まっております。こうした状況は、我が国を代表するオペラ劇

場を有する本県にとりまして、大変喜ばしく思います。

名古屋オペラ協会は、昭和57年の設立以来、オペラにM‖染みの薄い方にも理解しやすく、親しみ

をもてるように、「夕鶴」、「春琴抄」といった日本の創作オペラの上演を続けてこられるととも

に、オペラ歌手の人材育成にもご尽力されるなど大きな足跡を残してこられましたことは、当地域

の誇りとするところでございます。

また、歴代の指導者に優れた人材を得て、着実に水準向上を図られ、発展 してこられましたこと

に心から敬意を表する次第でございます。どうか今後とも、なお一層のご活躍をいただき、当地域

の音楽文化の向上にご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

おわりに、名古屋オペラ協会のますますのご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉といたしま

す。
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名古屋 オペ ラ協会 15周 年 を記念 して

財団法人名古屋市文化振興事業団

理事長 栗 田 大 六

このたび名古屋オペラ協会におかれましては創立15周年を迎えられま

したこと心からお慶び申し上げます。

思えば昭和58年、横井園生先生を中心に、この地域における音楽芸術

の普及向上をはかることを目的として息吹をあげられてから、毎年活発

な公演活動を展開してこられました。

第 1回の『夕鶴』以来、毎年定期公演を行い、日本オペラに継続して

意欲的に取り組んでこられ、オペラに対する人々の関心を高めるととも

に、オペラに関する知識、技術の普及に務められ、人材育成についても

多大な功績をあげられましたことは、深く敬意を表するところでございます。

また、今年15周年記念公演として行われた『琵琶白菊物語～愧と師長』は、名古屋市民芸術祭主

催事業として、この地域にゆかりのある琵琶の名手「藤原師長」の物語に取り組み、感動的なすば

らしい舞合を作り上げられました。

私ども名古屋市文化振興事業団では、「文化の香り高いまちづくり」という基本理念に基づき、

歴史と伝統を生かした個性豊かな魅力ある市民文化の創造をめざして、様々な事業を展開しており

ますが、オペラをはじめとする芸術文化の発展には、名古屋オペラ協会の皆様をはじめ市民の皆様

方の積極的な活動とお力添えが必要でございます。

どうか今後ともますますのご精進を重ねられ、名古屋はもちろん日本の文化振興の担い手となっ

ていただきますよう心からご期待申し上げます。

最後になりましたが、21世紀に向け、福田富子委員長をはじめとする会員の皆様のますますのご

活躍とご発展をお祈り申し上げまして、お祝いのことばといたします。
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創立 15周 年 を祝 って

(財)日 本オペラ振興会常任理事

日本オペラ総監督  大 賀 寛

横井園生さんから、「名古屋で日本オペラの公演を目的とする団体を

作りたいのだが」と相談をうけたのが昭和57年春の芸でした。当時私は

昭和33年 より日本オペラ協会(現〈財〉日本オペラ振興会)を主宰、活動を

続けていたのですが、その日本オペラヘの想いに共感されての事でした。

慎重かつ綿密な横井さんと、後に竹本正俊さんに参加いただき、一年

間にわたって会議を重ねた末、「理念の確認」、「将来の運営、組織の在

方」を念頭に定款を作制、会員組織として、昭和58年名古屋オペラ協会

が誕生 したのです。そして初代横井さん、次代川島博さん、現福田富子

さんと、定款に基づく着実な運営が歴代の委員長を中心に運営委員、会員の総意にそっておこなわ

れ、現在の安定となっています。私も現在相談役、監修として、東京の日本オペラ協会との緊密な

提携のもと、定期公演の総てに参加、名古屋オペラ協会と苦楽を共に出来たことは懐しい想いとなっ

ています。

演奏面においても、栗山昌良氏、星出豊氏と日本オペラ集で最高のスタッフを迎え、また芸術劇

場というすばらしい劇場に恵まれ、急速な成長を示しています。昨年の「額田女王」の公演は極め

て次元の高い舞台となり、観客に大きな感銘を与えました。「すみずみに至るまでの演奏の充実、

確かな日本語唱法は、明確な意識による継続の力、実りです。次の目標は法人化ですね」と終演後

感激さめやらぬなかで福田さんと語らったものです。

今年10月 新国立劇場が開設、国際的な視野のなかであらたなオペラ活動の展望が想像されますが、

国際化とは画一化することでなし、特色を持つ事です。世界へ向けて発信可能な名古屋オペラ協会

の発展は大いに期待されます。

創立15周年記念心より、お祝い申し上げます。これからも益々実りのある歴史を築きあげて下さ

ヤヽ。
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理想 に向 っての

15年 だ と思 っています

演出家 栗 山 昌 良

長くて短い様な、そして将来を見渡す時、これからどうして行けばよ

いか、どうなって行くのか、これが日本のオペラ活動に携っている誰も

が内心感 じている心境でしょう。日本のオペラは、声楽家の声楽家に依

る声楽家の馬の活動でしたし、今も大部分がそうだと思います。然し世間のオペラ愛好者は、そん

な事は意に介しておりません。創る側と観賞する側とのギヤップを解消出来るかどうかが大問題な

のです。名古屋には素晴しい正身正明のオペラ。ハウスが出来て 5年経ちました。東京には新国立

劇場が華々しく?開場します。然し、オペラの制作の実体、観賞者の状況は殆んど変化を見せませ

ん。オペラは制作する立場の視点の持ち方が問われているのが、現在の日本のオペラ制作の現実認

識であらねばなりません。 “名古屋オペラ協会"もその枠の中にあるのでは一 。時代を劃す創造

こそ存在理由となる現在、理想を高く掲げて進まれる事を。      ‐

埼
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名古屋 オペ ラ協会

創立 15周 年 おめで と うございます

指揮者 星 出   豊

私が名古屋オペラ協会に参加させて頂いたのは、大賀寛先生のお計ら

いにより、日本オペラ・シリーズ第 3回 目の「修禅寺物語」からだと思

います。いろいろな地域にオペラ団が誕生し、オペラ運動が盛んになり

始めた頃で、私も多くの場所でオペラ運動に参加させてもらっていましたが、地方ではオペラ運動

を育てるのが難しく、どの地域でも多くの問題点を抱えていました。 しかし名古屋オペラ協会の初

めての練習に伺った時、皆さんのオペラに接する姿勢の素晴らしさと音楽のレベルの高さに大変驚

かされました。それは、当時オペラを演奏する団体は歌い手が中心で、そのお弟子さん達が周りを

埋めていく、という一つのオペラ運動的活動が多かったのですが、名古屋オペラ協会の場合は横井

先生を中心に目的意識をはっきり持ち、団体としてのオペラ活動がどんなものであるかしっかり認

識されたうえで活動されていたからだと思います。歌う方達もその厳 しさを十三分に知ったうえで

稽古をなさっていたのですから、その責任からも立派な歌を歌われていたのだと、あらためて感嘆

いたしております。日本オペラ・シリーズとして日本人の作品を現在まで続けておられますが、そ

の意志こそが名古屋オペラ協会であり、また、名古屋オペラ協会が素晴らしい団体だと言われる所

以だとも思います。しかし、歌の原点がイタリアのベェルカントであリオペラの発祥がヨーロッパ、

特にイタリアであることを考えたとき、若い歌い手達のヨーロッパォペラヘの憧れにはとても大き

なものがあると想像 します。勿論自身の向上の為には、ヨーロッパ音楽で技術を研かねばなりませ

んが、会としては、今までどおり、物真似のオペラではない、私達の生活の中から生まれてくる作

品に目を向け続けていただきたいと思います。「Opera」 原語のもつ意味を考え、これからも皆さ

んの努力で素晴らしい作品を創りあげてください。20周年30周年へと効 く名古屋オペラ協会に期待

いたします。
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日本オペ ラの伝統 を倉Uっ た15年

指揮者

創立15周年 本当におめでとうごさいます。

第 1回「オペラアリアのタベ」で横井園生先生と御一緒に指揮をさせ

ていただいて以来、「安寿と厨子王」「赤い陣羽織」「綾の鼓」「修禅

寺物語」「夕鶴」等と、日本オペラあるいは日本語によるオペラについ

て勉強する機会をいただき、名古屋オペラ協会には感謝の言葉もありません。

男性陣の充実と活気ある雰囲気、意欲的なプログラミング等、初回から15年間いつも印象が変わ

らないのも、運営する方々の並々ならぬ熱意の賜物と思わずにはいられません。

遠い稽古場を転々としたのも楽しい思い出ですが、今は素敵な稽古場もでき、「領事」や「魔笛」

など、日本のオペラの枠を越えて活動が広がったことは本当に素晴らしいことだと思います。

世界中で評価の定まった作品を演奏するのは、これはこれで充分に意義あることですし、我々は

こういった作品によって人生を磨いてきたのですから、これを避けることはできません。しかし、

今まさに日本オペラの伝統を創っていこうという意欲的な作品に献身的に取り組まなかったら、こ

れは念慢というものでしよう。名古屋オペラ協会は、これらを本当にいいバランスで取り込み活動

の柱にしていると思います。15周年に当たって川島博先生の新作を取り上げたのは、こういった意

味でも素晴らしいことです。

今後更に幅広い充実した活動を続けられ、また微力ながら時々参加させていただきたいと願うも

のです。本当に長いようで短かい15年でとノたo為めでとうごさいます。
続 続 筑 続 埼 筑 務 筑 %れ筑 続 筑 筑 'め
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持続 そ して新 たな る発展ヘ

演出家 太 田 幸 則

名古屋オペラ協会が歌劇「夕鶴」を旗挙げ公演として発足されてから、

早 くも15周年を逝えられ、おめでとう御座居ます。横井園生先生をはじ

め諸先生方の御努力により、この地におけるオペラ創造集団としての揺

ぎ無い立場を築かれつつ有る事は、私にとりましても大きな喜びです。

私自身、オペラ協会の公演にはスタッフの一員として、色々な立場で参加させて頂いて参りまし

た。研究生の修了公演では演出を担当して居りますが、初演出の舞合の緞帳が降りた時、私はすっ

かり落ち込んで居りました、人前に出るのも恥ずかしく、暫くトイレに隠れて居ました、そんな時、

現委員長の福田富子先生から「誰が何と言おうと、私は、素適な演出だったと思うわ」と暖い励ま

しの御言葉を頂き、本当に救われた思いでした。あれから、いつの間にか13年間に亘る研究生達と

のつき合いになって居ります。どの期生の場合も何ヶ月もかけて一緒に舞合作りをした仲間です。

5年先、10年先も同じ舞合の上で共に頑張りたいと思います。昨年、伊藤惣介・晶子先生御夫妻の

御尽力により、スタジオ 。あい、と言う索晴らしい稽古場が完成しました。又、多勢の皆さんから

の地元を舞合にした作品を、との声に応え、創作オペラ「琵琶白菊物語」が11月 に上演されました。

こうした名古屋オペラ協会の着実な歩みが、止まる事無くこの先20周年、30周年へと、新たなる発

展を遂げて行かれます様お祈り申し上げます。

古 谷 誠 一
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年 表

ド〔 日 本 オ ペ ラ シ リ ズ 公演回数

1983年

昭和

58年

N(11 「夕 鶴」 (木下順二 原作・園伊玖磨 作曲)

指揮 :川 島 博   演出 :小田健也

1983年 11月 25日 (金 )

於 :名古屋市民会館大ホール

2回

1984年

昭和

59年

Na 2 「釣 女」 狂言「釣女」より (近藤 圭 作曲)

指揮 :熊崎雅芳   演出 :西川好弥

「赤しヽ陣羽織」 (木下順二 原作 。大栗 裕 作曲)

指揮 :古谷誠一   演出 :木崎裕次

1984年 11月 22日 (木 )・ 23日 (金 )

於 :名 古屋市芸術創造センター

3回

1985年

昭和

60年

N(13 〈文化庁助成〉 日本オペラ協会・名古屋オペラ協会提携公演

「修禅寺物語」 (岡本綺堂 原作 。清水 脩 作曲)

指揮 :星出 豊   演出 :武智鉄二

1985年 11月 9日 (土 )。 10日 (日 )

於 :愛知文化講堂

2回

3回

3回
19864F

昭和

61年

N(x4 「三人の女達の物語」 (鈴木松子 合本・別宮貞雄 作曲)

指揮 :中根国夫   演出 :西川好弥

「綾の鼓」 (水尾比呂志 合本・入野義朗 作曲)

指揮 :古谷誠一   演出 :木崎裕次

1986年 10月 16日 (木 )。 17日 (金 )

於 :名古屋市芸術創造センター

2回

1987年

昭不ロ

62年

血 5 昭和54年度 文化庁特別賞受賞作品

「祝い歌が流れる夜に」 (原嘉壽子 合本 。作曲)

指揮 :星出 豊   演出 :栗國安彦

1987年■月14日 (土 )。 15日 (日 )

於 :愛知文化講堂

3回

3回
1988年

昭和

63年

NQ 6 「安寿と厨与王」 (ま えだ純 台本・牧野由多可 作出)

指揮 :古谷誠一   演出 :内 山千吉

「昔噺人買太郎兵衛」 (若林一郎 合本 。間宮芳生 作曲)

指揮 :川 島 博   演出 :西川好弥

1988年 10月 26日 (水 )。 27日 (木 )

於 :名古屋市芸術創造センター

2回

1989年

平成

元年

Nα 7 「黄金の国」 (遠隊周作 原作・青島広志 作曲)

指揮 :青島広志   演出 :栗國安彦・西川好弥

1989年 11月 17日 (金 )。 18日 (上 )

於 :愛知文化講堂
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2回

NQ 8 「唐人お吉」 (江上照彦 台本 。高木東六 作曲)

指揮 :古谷誠一   演出 :小田健也

1990年 12月 11日 (火 )・ 12日 (水 )

於 :愛知文化講堂

1990年

平成

2年

2回

1991年

平成

3年

Nα 9 名古屋市 民芸術祭 '91主催

「 修禅寺物語」  (岡 本綺堂 原作 。清水  脩 作 曲 )

指揮 :古谷誠一   演 出 :坂東 槍

1991年 11月 29日 (金 )・ 30日 (土 )

於 :愛知文化講堂

2回

1992年

平成

4年

Nα10 愛知芸術文化 セ ンター開館記念事業

「 春琴抄」  (谷 崎潤一郎 原作 。まえだ純 台本 。三木  稔 作 曲)

指揮 :星出 豊    演 出 :栗山昌良

1993年 1月 29日 (金 )・ 30日 (土 )

於 :愛知 県芸術劇場大 ホール

3回

Nαll「夕 鶴」 (木下順二 原作 。国伊玖磨 作曲)

指揮 :古谷誠一   演出 :太田幸貝J

1994年 3月 11日 (金 )。 12日 (土 )

於 :名古屋市芸術創造センター

1993年

平成

5年

2回

1994年

平成

6年

NQ12「袈裟と盛遠」 (山内泰雄 台本・石井 歓 作曲)

指揮 :星出 豊   演出 :栗山昌良

1995年 2月 1日 (水 )・ 2日 (木 )

於 :愛知県芸術劇場大ホール

2回

1995年

平成

7年

N(113「海の子守唄」 (J・ Mシ ング原作・山崎愛子 合本・林谷英治 作曲)

指揮 :永友博信   演出 :池山奈都子

1995年 9月 27日 (水 )・ 28日 (木 )

於 :名古屋市芸術創造センター

2回

1996年

平成

8年

N(114 浜松市委 嘱作 品

「 額田女王」  (井 上 靖 原作 。原嘉 壽子 合本 。作 曲 )

指揮 :星 出 豊    演 出 :栗山昌良

1996年 11月 3日 (日 )・ 4日 (月 )

於 :愛知 県芸術劇場大 ホール

4回

1997年

平成

9年

Nα15 名古屋市 民芸術祭 '97主催事業 名古屋 オペ ラ協会創立 15周年 記念公洟

「 琵琶 白菊物語」一 春 日井建作「 進 か なる歌邊 か なる里」 よ り

(森 治美 台本・ プ‖島 博 作 曲)

指揮 :川 島 博   演 出 :西川好弥

1997年 11月 7日 (金 )・ 8日 (Ξ上)・ 9日 (日 )

於 iア ー トピアホール (名 古屋市青 少年会館 )
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ぷ 日 本 オ ペ ラ シ リ ズ 以 外 の 公 演

昭和

58年

堀江会五周年記念オペラ特別公演 (1部…ピアノ 歌

2部…セロ弾きのゴーシュ) 作 :宮澤賢治 曲 :清水

1983年 12月 4日 (日 ) 於 :多治見市文化会館大ホール

指揮 :横井園生 演出 :木崎裕次

名古屋オペラ協会会員による(第 1回 )「オペラ・アリアのタベ」

イ1告  1984年 3月 30日 (金) 於 :愛知文化講堂

指揮 :横井園生 。古谷誠一

昭不日

59年

楽しtヽ音楽めぐり

1984年 9月 7日 (金 ) 於 :東別院青少年会館ホール

9/7日本のうた   9/14オペラ名曲の夕べ

9/21ヴ ァイオリン・チェロ・ピアノのタベ

9/28フルー トとハープのタベ

10/5作曲家・人と作品

昭和

60年

オペラ「 修禅寺物語」

1985年 11月 19日 (火 )

於 :豊田市民文化会館

主催 :豊田文化協会 lttlト ヨタ自動車

昭和

61年

昭和

62年

第 1回室内オペラ「霊煤」  合本 。作曲 :GoC・ メノッティ

1987年 5月 9日 (土)2回 公演

於 :名古屋市芸術創造センター

指揮 :横井園生   演出 :小田健也

昭和

634F

平成

元年

バロック音楽のタベ

1989年 6月 2日 (金 )

於 :名古屋市芸術創造センター

指揮 :古谷誠一

平成元年 度名古屋市青少年 のための芸術劇場

「 夕鶴 」  作 :木下順二  曲 :国伊玖磨
1990年 3月 10日 (土) 於 :名 古屋 市芸術創造 セ ンター

11日 (日 ) 3回 公演

指揮 :川 島 博  演 出 :内 山千吉

土肥みゆき 音楽講座

1990年 6月 14日 (木 )

於 :電気文化会館 コンサー トホール

平成

2年

平成

3年

第 2回オペラ・アリアのタベ

1991年 5月 11日 (土 )

於 :愛知文化講堂

指揮 :古谷誠一

名 古 屋 オ ペ ラ協 会 準 会 員 ・

合 本 :E.ク El― ジ ャー

作 曲 :B.プ リテ ン

1991年 8月 24日 (上)  於

指 揮 :川 島 博    演 出

オペ ラ公演「 小さな煙突掃 p余」
2回公演

名 古屋市芸術創造セ ンター

内山千吉

平成

4年

名古屋オペラ協会倉」立10周年記念 名古屋オペラ協会準会員

による「モーツアルト・アリアとアンサンブルのタベ」
1992年 7月 23日 (木) 於 :名 古屋市芸術創造センター

指揮 :古谷誠一

名古屋市民芸術祭'93協賛 第 3回「 オペラ・アリアのタベ」

1993年 11月 16日 (火 )

於 :愛知県芸術劇場コンサー トホール

指揮 :古谷誠一

平成

5年

室内オペラシリーズNα 3「領事」 2回公演

合本・作曲 :G.C.メ ノッティ

1994年 7月 13日 (水 )'14日 (木) 於 :名古屋市芸術創造センター

指揮 :古谷誠一   演出 :松本重孝

日本の作曲家による歌曲のタペ 山田耕作。信時 潔 作品集

1994年 9月 13日 (火) 於 :電気文化会館ザ・コンサートホール

東郷高等学校音楽鑑賞会
1994年■月19日 (上 )

平成

6年

平成

7年

ヘンゼルとグレーテル  作曲 :E.フ ンパーディンク

1995年 12月 9日 (土 )

於 :小原村中央公民館

指揮 :永友博信   演出 :太田幸只J

NEW YEARオ ペレッタのタベ 男と女の恋のつなひき

1996年 1月 ■日(木 )

於 :愛知県芸術劇場コンサー トホール

平成

8年

星出 豊  音楽講座 I

1997年 1月 22日 (水 )

於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

名古屋オペラ協会準会員公演  「 魔笛」 3回 公演
合本 :E.シ カネーダー 作曲 :WA.モ ーツァル ト

1997年 2月 26日 (水 )。 27日 (木 )

於 :名 古屋市芸術創造セ ンター
指揮 :古谷誠一   演出 :堀 口文成

平成

9年
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%研 究 生 の 修 了 公 演本 歌 曲 の タ ベ

昭和

58年

昭和

59年

1期  「フィガロき結婚」

1985年 3月 23日 (土)於 i東別院青少年会館ホール

作曲 tW,Aモーツァル ト

指揮 :熊崎 雅芳   演出 :木崎 裕次

昭和

60年

2期  「ディドとエネアス」

1986年 3月 22日 (土)於 :東別院青少年会館ホール

作曲 :H.パーセル

指揮 :小林  満   演出 :大田 幸則

第 1回  日本歌曲のタベ 1985年 6月 12日 (水)於 :中電ホール

日本歌曲のタベ 名古屋オペラ協会準会員第 1回公演

1986年 1月 21日 (火)於 :布池文化センター・コンコルディアホール

昭和

61年

3期 オペラハイライ トのタベ

「愛の妙薬、 トスカ、ラ 。ボエーム」より

1987年 3月 24日 (火)於 :名 古屋市芸術創造センター

第 2回  「準会員による日本歌曲のタベ」

1987年 1月 24日 (■)於 :中電ホール

昭和

62年

4期  「セロ弾きのゴーシュ」

1988年 3月 31日 (木)於 :愛知県中小企業センター

原作 :宮沢 賢治   作曲 :清水  脩

指揮 :熊崎 雅芳   演出 :太田 幸則

第 3回  「準会員による日本歌曲のタベ」

1988年 1月 23日 (上)於 :中電ホール

昭和

63年

5期  「ディドとエネアス」

1989年 3月 2日 (木 )・ 3日 (金)於 :愛知県中小企業センター

作曲 :Hパーセル

指揮 :熊崎 雅芳   演出 :太田 幸則

第 4回  「準会員による日本歌山のタベ」

1989年 1月 28日 (■)於 :中電ホール

平成

元年

6期  「 コジ・ ファン・ トゥッテ」 (抜粋)

1990年 3月 6日 (火)於 :名 古屋伏見ヤマハホール

作曲 :W,A.モーツァル ト

平成

2年

7期  「セロ弾きのゴーシュ」

1991年 3月 27日 (水)於 :愛知県中小企業センター

原作 :宮沢 賢治   作曲 :清水  脩

指揮 :堀江 幹雄   演出 :大田 幸只J

第 5回  「準会員による日本歌曲のタベ」 〈中田喜直の作品を集めて〉

1990隼 4月 25日 (上)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

3年

8期  「ディドとエネアス」

1992年 3月 9日 (月 )於 :愛知県中小企業センター

作曲 :Hパーセル

指揮 :堀江 幹雄   演出 :太田 幸則

第 6回  「準会員による日本歌曲のタベ」

1992年 2月 15日 (■)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

4年

9期  「フイガロの結夕昏」

1993年 4月 8日 (木)於 :愛知県芸術劇場小ホール

作曲 IW Aモーツァル ト

指揮 :堀江 幹雄   演出 :大田 幸則

第 7回  「準会員による日本歌山のタベJ

1993年 3月 16日 (火)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

5年

10期  「たそがれは逢魔の時間」

1994年 3月 30日 (水 )。 31日 (木)於
原作 :大島 弓子   作曲 :青島

指揮 :永友 博信   演出 :太田

愛知県芸術劇場小ホール

広志

幸則

第 8回  「 準会員による日本歌曲の夕べ」

1994年 2月 25日 (金)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

6年

■期  「ヘンゼルとグレーテル」

1995年 3月 28日 (火 )。 29日 (水)於 :名 古屋市芸術創造センター

作曲 :E.フ ンパーデインク

指揮 :永友 博信   演出 :太田 幸則

「 日本の作曲家による歌曲のタベJ〈山田耕作・ 信時潔作品集〉

1994年 9月 13日 (火)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

7年

12期  「ヘンゼルとグレーテル」

1996年 2月 22日 (木 )。 23日 (金)於 :名 古屋市芸術創造センター

作曲 :E.フ ンパーァィンク

指揮 :永友 博信   演出 :大田 幸則

第 9回  「準会員による日本歌山のタベ」 く青島広志の世界〉

1995年 4月 27日 (木)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

第10回  「準会員による日本歌曲のタベJ く大中恩の世界〉

1996年 3月 22日 (金)於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

平成

8年
名古屋市芸術創造センター

幸則

13期  「ヘンゼルとグレーテル」

1997年 3月 27日 (木 )。 28日 (金)於
作曲 :Eフ ンパーァインク

指揮 :永友 博信   演出 :太田

平成

9年

14期  「デイドとエネアス」

1998年 3月 28日 (上)於 :名古屋市芸術創造センター

作曲 :Hパーセル

指揮 :永友 博信   演出 :太田 幸則

―-15-―



1983(日召不日58)年屋蓋

夕  鶴 1983年 11月 25日 (金 )

筈 古 屋 フrベラ 協 会
日 本 オ ベ ラ ン リ ー ズ Nol

オ ペ ラ

4耳 2傷

タ 揺
木下順二 原作   図 lり

十玖磨 作曲

昭和58年 11月 25日 lttl 午後2時開演/午後7時開演

名古屋市民会館大ホール

主催/名古屋才ペラ協会

後援/受知県教育委員会 ,名 古屋市教育委員会
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日本オペラシリーズ以外の公演

セロ弾きのゴーシュ/ピアノ・歌 1983年 12月 4日 (日 )於

第 二 吉5(招 待 公演 )名古 屋 オベ ラ協会 岐阜 公潰

セ ロ 弾 き の ゴ ー シ ユ  全 3景 宮 沢 賢 治 原作

催

援

主

後

多治見市文化会館大ホール

堀江会後援会

多治見市教育委員会 。オペラ特別公演

清 水  侑 台本作曲
揮

出

術

明

指

演

美

照

横 井 園 生

舞台装 賦

合唱指揮

ビ ア ノ

打 楽 器

次

次

次

俊

行

裕

裕

明

　

義

崎

崎

辺

浦

江

木

木

渡

杉

堀

子

彦

恵

啓

和

理

川

浦

森

白

杉

ゴーシュ

楽  長

描

か つこう

狸

ねすみの線

ねすみの子

司 会 者

三

満

子

子

子

み

子

尚

憾

林

潮

醐

剌

韓

韓

雅

田

小

市

須

岡

洞

野

原

唱  多治見西高学学校吉率科

多治見女声コーラス

堀江会五向年記念 オベラ特別公演

メ

こ

ミ
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名古屋オペラ協会会員によるオペラ・アリアのタベ (第 1回)1984年 3月 30日 (金 )

於 :愛知文化講堂

名古屋オペラ協会会員による
一

オペラ・アリアの夕べ 名古屋オペラ協会管弦楽団 指揮 横井園生

古谷誠一

子

美

豊

明

弘

本

輪

口

岡

一二

川

・永友 博信 。中須賀悦子 。田中

・佐藤 和子・須関 紀子・小林

・洞沢ひとみ 。長柄 孝彦 。伊藤

省三

満

品子

昭和う0年 3月 80日 (■ )

愛 知 文 化 会 館

=H/名
古ニオヘ,■☆

―-19-―



1984(日召不日59)生F屋蓋

釣女/赤い陣羽織 1984年■月22日 (木):23日 (金・祝)

筈 古 屋 オ ベ ラ 協 会
日 本 フrベラ シ リ ー ズ N62

オペラ

全 1幕

釣 女
征言「釣針」より 近 藤 圭 作山

音楽喜劇

1幕3協

赤 い 陣 羽 澪識
木下順二 原作   大栗 裕 作曲

昭和59年 11月 22日 (木 )午後 6時30分 開演
11月 23日 (金 。祝)午後 1時開演/午後 6時開演

名古屋市芸術創造センターホール

主イ装/名古屋オペラ協会
後援/愛知県教育委員会 ,名古屋市教育委員会
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日本オペラシリーズ以外の公演

楽しい音楽めぐり 1984年 9月 7日 (金 ) 於 :東別院青少年会館ホール

お話

歌

ヴァイオ リン

フアレー ト

ピアノ

川島  博 。照喜名一男・伊藤

伊藤 晶子・永友 博信・長柄

真鍋 尚子・宮地美由紀・水谷

柿原 典明 。栗田 啓子・市来

石田なをみ     チェロ

竹内  梓     ハープ

渡部 真理

弘美

智子・三矢 聖子

由美・永津和歌子

品子・ 三輪

孝彦・ 斉藤

朋子・西尾

明子

照喜名一男

木村 直子

ツアイォツン

す夜にわたつて、みなさんと週とす楽しい諜 の夕・・・・・

漱は名古屋オペ
'日

会のEカ メンノく‐,ピフ/、 f′ ,4オ リン五どな名 滋演奏虫を

そろえてぉ感動 をあな た と共 に一―――― 。

出

川島  博 P(l喜 名―男  伊告

`ヽ

子 三●
=▲

契

伊い JЬ 子  永衣 購信  長俯学オ 蚕富智予 =矢 コ子

其娼 肖子  富地 築由れ  Jく 谷翔B予  西尾山臭  泳球和息子

沖 環兵 り〕 界 四B子   市来明予

石 田本をみ

照喜 名―男

竹内 持
水4直子
造徳真理

て,電企鷹日・ 午後と時fO分 より′時J,分〉

演

お

漱

日 程・ テーマ

毯 ,7う
た

を
″1♂ すが′

タ

会 堀 車別隣青少年会館 (゛ 鸞大7暉 ア~)

定 員 '00名 <定員【たり次弟/切 します>

会員労 い00円  くす回対しみ♭

劣監議Tと濡K

詢 申し込 み方法

T配 あB所にてれ ′営鷲高内受帝 致 します。

ざニー _― ,束 別院
=′

ナ井 会角 (亀 下僚「 薫別碗 」下 ■ ‐面へ P分 )  … _ ― r

・ ′月ノ /口 (■ )午 後
'時

よ り年後 ′時 まで

・ √月 /′ 口 (■ )午 後 ?碍 よ り午後
`欝 =て

`∫ 月 /タ ロ (口 )午 後
'時

よ う午振 J「↓まで

く■■受付 ,日 定 口以降は、 月照 口を除 き午後 ゛時 一 石時 受付>

間 い合せ電 匿番号 (0す 2),9′ ―,す クι 番 (青少年後働「 音桑めぐり」猟 )

主 催 京別腕青少年長鐘 機 媛 名古鳳オペラ協会
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第 1期 研究生試演会

セロ弾きのゴーシュ 1984年 4月 1日 (日 ) 於 :東別院青少年会館ホール

名古重オペラ

“

会第‐用研究とによるH洟套

「セロ弾きのゴーシユ」仝三景

19844.1◎ P珂 2,00,SICO

東別院育少年会館ホール

指  揮 :熊崎 雅芳   演

キャス ト:ゴーシュ

楽長……

猫…Ⅲ…¨

かっこう

狸…… …

ねずみ…

俊

5:00

北山千恵美

神谷 敏男

山本ひろみ

服部 礼子

於 :東別院青少年会館ホール

出 :杉浦

2:00

宇都宮章子

見田 清隆

平野美保子

ナ月 久美子

石川あずさ

松沢 恵美

代

子

須
　
一

藤

木

加

〓
一

第 1期 研究生修了公演

フィガロの結婚 1985年 3月 23日 (土 )

「セロ弾日のゴーンュ」

〃″

・　一“坤【一中””

中脚【「Ｗ中ψ

叫
叶Ｗ
“
ＢＷ

卜Ｂ“胆林”けい阿”
Ｗ

”］中「一山「”山
ψ

―-23-一



!1985(路
不□60)年度

修禅寺物語 1985年 11月 9日 (土 )・ 10日 (日 )

く文化庁助成〉

日本オペラ協会・名古屋オペラ協会提携公演
日本オペランリーズ No31

清水 備 作曲・岡本綺堂 原作

翻付洋寺わ,を
却

｀`A AAASK AAAKER.S STORY′  cPerc in o■ G acL  〕h「 o●  3Ceno3

'85年 11月 9日 仕16:30pm。 10日 ltt12:00即

愛知文化講堂

主催/財団法人 日本オペラ振興会

後据/賢知県教育委員会・名古屋市教育委員会

―-24-―
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ユ
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日

・
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）

（９
日

・
１０
日
）

（９
日

・
１０
日
）

（９
Ｈ

・
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Ｈ
）

（９

日

・
１０
日
）

・板
　
東

　

　

梢

美

　

　

術
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…

…
‘長
　
倉

　

　

禍

照

　

明
…

…

…

…

‥
川

本

周

ニ

舞

台

監

督
…

…

…

…

…

大

田

幸

則

舞
台
監
督
補
…
…
…
…
…
…
…
…
荒
　
井
　
間
佐
登

副

指

揮
…

…

…

…

熊

崎

雅

芳

管
　
弦
　
楽
…
…
…
名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
管
弦
楽
団

練
習
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
　
都
　
真
　
理

清
　
水
　
敦
　
子

本

多

要

子

具
…
…
…
…
…
…
…
名
古
屋
市
民
文
化
社

具
…

…

…

…

…

…
藤

浪

小

道

具

裳
…

…

…

…

松

竹

衣

裳

ら
…

…

…

…

…

…
丸

善

か

つ

ら

…

竹

本

正

俊

制  か 衣 小 大

つ  道 道

横 大

井 賀

園

生 寛

キ
ヤ

ス

ト

豊

か  夜  頼

つ
　

ら

か
　
え
　
で

軍 僧 行 五 春

兵

大 洞 松 伊 永

彦
…
。…
‥
中

郎
‥
・…
‥
田

親
…
…
‥
川

・

・・
・
・・・・・

・・・・小小 原 神
坂
井  谷 原 口 中 島 野 沢 波 藤 友 口 柄 沢

康 雅 敏 恒

仁 尚 男 久 皇

・‥
山
　
下
　
一　

郎

０
日
ｏ
ｌＯ
ユ
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日本オペラシリーズ以外の公演

第 1回 日本歌山のタベ 1985年 6月 12日 (水 )

出演 ひとみ

博信

品子

大野賀久子

中須賀悦子

神田 詩朗

第 1回 準会員による日本歌山のタベ 1986年 1月 21日 (火)於 :布池文化センター
コンコルディアホール

於 :中電ホール

沢

友

藤

洞

永

伊

六つの子供の歌

海 四 章

瞳・空 。落葉松

胡蝶花によせて

恋のミステリー

五つの断章

海 四 章

喜直 作曲

喜直 作曲

秀雄 作曲

中田

中田

小林

大中  恩

国 伊玖磨

別宮 貞雄

作曲

作曲

作曲

口 靖 /19ac年 1月 21口 (フO PM6:OO

藝増/市甚文ttン ター・ヨンコルディアホール

=担 名古ロ オベラ協会

日本歌山のタベ
名古屋オペラ協会学会員第 1回 公演

三 矢 聖 子

用J宮 貞 雄 :歌曲集「淡彩抄」ょぅ‐………大 木 惇 夫 帝

泡

螢

入塁子

天の川

H
春近き日に

きくら積ちょう  … ……加 藤 周 一 l与

ビアノ :森 田貨洋子

加 藤 須 代

大 中 恩 :敢曲集「恋の ミステリー」… 内山登美子 帝

風が囁 くとき

ひとつのレモン

ニ月

お隅さまとキスをした

恋の ミステリー

け ノ :平 岩 智 寿

松 澤 恵 美

柴 田 南 雄 :政 山集「 優しき歌」ょぅ……立 原 道 造 ュI

序の歌

束やかを二月に

薔策林で

さびしき野辺

夢のあと

ビアツ:田辺美砂子

石 ,IIあず さ

中 日喜 直 :

平 野 美 保子

小 林 秀 雄 :日 配帳

壺すみれ

落葉松

市 来 明 子

嶺 都 銀 :雨の物語

松の花

服 部 ネし子

中 日喜 直 :真昼の乙女たち

たんぼぼ

サルピア

嶋笛の唄

「日本のおもち●うた」・Ⅲ…岸田衿子備
I.あれさまにんざょう

Ⅱヨーヨー

Ⅱ消手玉とおはしき

Ⅳ・海にうずきと少年
V.竹 とんば

Ⅵ.お まつりはどこ

粗・紙風船

ピアノ:森田貨洋子

休  憩

… 藤 口 圭 堆 碕

"喜 志 邦 三常

… … 野 上 彰 :,

ピアフ:加来真理江

…… … 西 岡 光 秋 時

…… 大 木 惇 夫 曲

"ツ
:平 岩 智 寿

……… 中村真一郎
"… 三 好 逮 治 :t

……… 堀 内 幸 校鸞

…… 清水みの子肘

悲しくなったときは ……  寺 山 魯1司 :i

第1回
日本歌 H伽のケ ミ

オ室イ1選号と

'WttH小

)!FIA出 つヽの分

望

∞

↓
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第 2期 研究生修了公演

ディドとエネアス 1986年 3月 22日 (土 )

満   演  出 :太田 幸則

昼      夜

伊藤貝由美   今村  累

・奥村 晃平   奥村 晃平

・れ中原 綾子   堀ノ内宏子

・水野 裕子   水野 裕子

・秋田 祐子   秋田 祐子

・河合 玲子   河合 玲子

・市川 陽子   市川 陽子

佐藤 恵子   佐藤 恵子

・富田 庸男   富田 庸男
~

…̈…………市川 茂美

奥村 貴子

田中 昌子

牧野 佳子

出石 敦子

小林万里子

野村やよい

三尾予嗣枝

於 :東別院青少年会館ホール

指  揮 :小林

キャス ト :

ディド………

エネアス……

ベリンダ……

大魔女………

小魔女 1……

小魔女 2… ……

マーキュリー

侍女…………

水夫…………

コロス … … …



1986(日召不日61)全F屋蓋

-

三人の女達の物語/綾の鼓 1986年 10月 16日 (本 )・ 17日 (金 )
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ニ
ハ
の
女
芝

の
物
諸

綾
　
の
　
象

●

ス

タ

ッ

フ

田 田 藤 矢 王 藤

万 幸 都 恵 道 三
理  希
恵 則 子 予 久 朗

多 野 部 川 野 合

由 兼 真 な 佳 玲

孝 子 理 尿 子 子

井 口 沢 波 開

園   ひ
と

生 豊 み

紀

子

1寅 オ旨 作 台

野

田 川 狩 川 根 宮 本

百 な 真 好 回 貞 松
合 お 佐
江 み 夫 弥 夫 雄 子

振 演 指 作 台

西

川 藤 崎 谷 野 尾

明 好 友 裕 説 義 比
呂

子 弥 彦 次 ― 朗 志

出
―
―
―
―
―
―
―
西

大 演

出

補
―
―
―
―
―
―
―
石

演
出
助

０
キ

ャ

ス
ト

「第
１
話
／
情
あ
つ
き
女
」

「第
２
話
／
智
忘
深
き
女
」

「第
３
話
／
力
強
き
女
」

百
姓
＝
髭

百
姓
（
マ
イ
ム
）
―
―
―
―
長

〓
一　
　
郎

練
習
ピ
ア
ノ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
本
　
多

甚
　
目

谷
　
口

徳
　
丸

悦
　
子

孝
　
彦

賀
久
子
兌
▼

１７
日
ど

啓
　
子
（１７
日
と

正
　
隆
貫
助
出
ど

田
　
啓
　
子
爵
日

１７
日
と

野
　
賀
久
子
ラ
ロ
と

島
　
正
　
隆

工円
　
　
　
　
浮
！
資
功
出
散
）

子昭
再
別
出
濱
）

彦隆

花 大 奥

須
野 柄 賀

栗

島 田

女 次 町

曲
―
―
―
―
―
―
―
別

人

太

島 柄 槻 藤

正 孝 義 和
附
皿　
　
修
―
―
―
―
―
―
―
大
　
賀
　
　
　
寛

美 ひ 裕 要
さ

里 え 夫 予

●

ス
タ

ツ

フ

演
出
助
手
　
　
　
　
　
　
　
　
来

帝

（

舞

　

　

踊

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

河

牧荒

練
習
ピ
ア
ノ
ー
ー
ー
ー
ー
茂神本

衣 照 装メ

イ

舞
台
監
督
―
―
―
―
―
―
―
大

舞
台
監
督
助
手
―
―
―
―
野

・

犬

者

一

　

日

不

―

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

４

台

工

房

合
唱
指

八
ロ

野
　
と
し
ゑ

管

弦

楽
―
―
―
―
―
―
名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
管
弦
楽
団

制
　
　
作
―
―
―
―
―
―
―
小
　
林
　
　
　
満

明

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

児

千
津
予

未

来

社

コ
ー
ル

・
フ
ロ
イ
デ
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日本オペラシリーズ以外の公演

第 2回 準会員による日本歌山のタベ 1987年 1月 24日 (土 )

村 原 綾 子

国 伊チ久搭 はる

旅土

「抒情歌」

I.花季

Ⅱ.路丸の子

Ⅲ.藤の花

ピアノ:本 多 畢 子

河 合 弁 子

別 官 貞 雄 :歌言Ⅲ集 r淡彩抄」   … ……大 木 惇 夫 詩

I.妄室

Ⅱ.蛍

Ⅲ.入昼子

Ⅳ.涼雨

V.別後

Ⅵ.燈
Ⅶ.天の川

1狙.青曹柑

Ⅸ.を

X.春近 き日に

ビアノ:森 田 貨洋 子

山 本 ひ ろ み

中 田 暮 直

)屈 ノ内宏子

占 口 耕 4+:嘆 き

風ぞゆく

燕 (つ tJ「 くらめ)

異國

み ぞれに寄す る愛の歌

ピアノ

江 崎 益 子

中 口 暮 直 :歌山集「六つの子供の歌」

於 :中電ホール

ユ.う trぐ るま   ・…・・・・西 条 八 十 詩

2.鳥         ………小 ,II未 明 詩

3.風の子供     ………竹 久 夢t二 詩

4.た あんき ぽ―んき ,… ……山 村 患 島詩

5,ねむの木     ………野 口 雨 情 詩

6.おやすみ     ………二 木 藤 風 詩

ビアノ:青
・h敬 子

休   憩

………谷川俊太郎 E寺

………表原ジ月太郎 詩

・・・・・・・・・大 木  貨 詩

・・・・・… シΠ内 幸 枝 詩

・̈・……二 好 逹 治 言寺

………原‖条あき予 詩

…………三井お、たばこ詩

… …・̈ aに 日 恙 鬼詩

ビアノ:森口 賞 洋 子

・・・・・… 二 木 盛 風 :キ

……。大ボ惇 夫詩

長 岡  功

ひなの日は

すず ときうなじ

髪

むこう むこう

霧 と話 した

伊 藤 員 由 美

出 口 耕 作

伊 藤美 矢口子

小 林 秀 去t:日堂

日記帳

オ大刀魚の歌

中国地方の子守歌   ……・日 本 士 謡

野奉薇       ………二木 露風詩

からたちの花     ………光原 白弁大詩
つ只        ・…・・・・二木 磨風詩

曼珠沙幸       ………光原 白秋詩

ピアノ:森口貨洋子

,… …歳摩  患詩

・・・・・・・・・薄 日 主 雄 詩

・・・・・・・・・佐 藤 本 夫 E寺

ビアノ:本 多 事 子
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第3期 研究生修了公演

オペラハイライトのタベ 1987年 3月 24日 (火 ) 於 :名 古屋市芸術創造センター

名古屋オペラ協会第二期研究生修了公演

オペラハイライトの夕べ

ドニゼッティ作曲

「 愛 の 妙 薬 」 第二幕より
ジャンネッタ:田 中 昌 子  合Π日:名古屋オペラ脇会第四期研究生

伴奏 :ド 日裕 夫  渡 部 真 理

(協 カ アミーチカント会)

1987.3.24(火)名 古屋芸術創造センター

開演 :P.M.6:30 入場料 1,000円

屋オペ

第一幕・第二幕より

出 石 敷 子

スカルピア:中 野 l食 哉

ブッチーニ作曲

「 ト ス  カ 」

ト ス カ:野村やよい

ル(ラ ドリン:江
'出

智 哉

スギレート:柿 原 典 明

ブッチーニ作曲

「 ボ エ ー ム 」

ミ  ミ:牧 野 佳 子

ロドルフォ:山 田 正 丈
ムぜッタ:出 中 昌 子

第一幕 。第二幕より
三尾予口枝

野 村 富 昭

マルチェッロ:永 友 博 信 (会月)
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1987(日召不日62)生F爆董

祝い歌が流れる夜に 1987年 11月 14日 (土 )。 15日 (日 )

二3歩



０

ス

タ

ッ

フ

監
　
　
修
　
　
　
　
　
　
大
　
賀出

　

　

豊

出
―

―

―

崇

回

安

彦

明

　

　

　

　

　

　

石

舞

監

田 藤 原 藤

幸   福 三

則 等 雄 朗

五 土 千

田

音 照 装  演 子旨演
出
補
助
―
―
―
―
―
―
―
菊
　
本

演
出
助
手
　
　
　
　
　
　
　
野
　
田

舞
台
監
督
助
手
―
―
―
―
―
野
　
田

副

指

揮
―
―
―
―
―
―
ト
ー
熊

崎

雅

芳

大
道
具

・
小
道
具
―
―
―
―
舞
台
工
房
「未
来
社
」

管

弦

楽
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会

管
弦
楽
団

尺

　

八
十

１
１
１

基

田

恭

彦

練
習
ピ
ア
ノ

JII伊 ′
Jヽ 林 近 甚

寛

健
　
朗

万
里
恵

百
合
江

藤 林 島

晶

子 満 博

藤 目 多

邦 掲 裕 要

子 代 夫 子

０
キ

ャ

ス

ト

し

ま

の

し

松

金
沢
公

一
郎
―
―
―
―
―
―
永小

艶謙

口田
　
一す
（】
日
）

千
津
子
爺
ユ

博
　
信
ａ
ユ

恒
　
久
奮
ユ

悦
　
子
ａ
３

恭
　
子
命
こ

剛
　
一
０
こ
賛
助

朗
質
ヽ
日
）

和
　
子
ａ
ユ

由
美
子
奮
こ

紀
　
子
０
こ

賀
久
子
奮
こ

孝

彦
ａ
ユ

雅
　
　
江
―
―
―
―
―
―
―
佐

み

ど

大

中
川
義
男
―
―
―
―
―
―
―
上
長江西

植
村
正
造
―
―
―
―
―
―
―
川

植
村
靖
子
―
―
―
―
―
―
―
山安

熱
買
‐５
日
）

文

ａ
ユ
賛
動

英

奮
ユ
賛
助

を
賃
】
日
・
１５
日
こ
賃
肺
″

博

島 村 森 原

雅   美 滋

女
中
キ
ク
　
　
　
　
　
　
　
野

本
　
ひ
ろ
み
ａ
ユ

藤
　
美
　
子
●
己

藤
　
美
知
子
霊
こ

沢
　
恵
　
美
岳
こ

石
　
敦
　
子
ａ
写

お
こ

村
　
や
よ
い
０
日
ヽ
こ

智

明

ａ
日

雅
二

　　（‐４
日

正
　
嗣

ａ
日

国
　
生

ａ
日

魯

責

】

日

美
和
子
０
日

女
中
キ
ヨ

兵
隊
・警
宮
・民
間
人
―
―
十
三
　
輪

長
谷
川

小
　
島

金
沢
公

一
郎
の

伯
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
井

金
沢
公

一
郎
の

叔
父
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
口

回
想
シ
ー
ン
の
子
供
―
―
―
中
須
賀

子

須
賀

松

原 友 波 藤柄 野 関 島 藤 佐

‐５
ユ
賛
助

‐５
ユ
賛
助

い
こ
賛
助

ヽ
日
）

ヽ
日
）

‐５
Ｅ
賛
助
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日本オペラシリーズ以外の公演

第 1回室内オペラ「霊媒」 合本・作曲 :G.C。 メノッティ 1987年 5月 9日 (土 )

指揮 :横井園生

於 :名古屋市芸術創造センター

演出 :小田健也

キャス ト 昼の部

水谷 朋子

三輪 智明

市来 明子

平野美保子

岡本 茂郎

水野 裕子

夜の部

須関 紀子

前田 孝造

中須賀悦子

モニカ

トビー

マダム フローラ

ミセス ゴビノー

ミスター ゴビノー

ミセス ノーラン

美

肘

恵澤

林

松

小

伊藤美知子

ITHEI!MEDIjM

第 3回 準会員による日本歌山のタベ 1988年 1月 23日 (土 )

～
名i!i遍 オヘラ出会甲公Hに よアコ

1,野村やよい

2.出石 敦子

3.牧野 佳子

4.水野 裕子

5.三尾予嗣枝

6.藤本 圭子

7.安藤 美王

8.水谷 朋子

図 伊玖磨

中田 喜直

″

別官 貞雄

小林 秀雄

″

平野 淳一

出演 作曲

作曲

作曲

作出

作曲

作曲

作曲

作曲

於 :中電ホール

歌曲集「六つの子供の歌」

歌曲集「わが歌」より

たんぽぽ、髪 他

歌曲集「六つの子供の歌」より

歌曲集「淡彩抄」より

麦わ ら帽子・夢占い 他

日記帳、愛のささやき 他

紙おゝうせん、風のように 他

指  
節3日 日本歌曲の

一
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第4期 研究生修了公演

セロ弾きのゴーシュ 1988年 3月 31日 (木 ) 於 1愛知県中小企業センターホール

翔 ル

(尊
第 四 廟 V究 生 ,7公 演

指  揮 :熊崎 雅芳

キャス ト

演 出 :太 田 幸則

ゴーシュ…・

猫………………

かっこう……

狸の子……・

ねずみの親・

ねずみの子・

・樫木多佳子

・野田百合江

・荒川なおみ

・小林 恵子

・鷲見 美保

・尼子 貴世

全  三  =

1983.3.31(対 P.M.6:30

費知県中小企業センターホール

ミ
報
翠

ヽ
・を，

テ

,3   攀

彎
了

^式 ′外

―-35-―



1988(日召不日63)生F爆蓋

安寿と厨子工/昔噺人買太郎兵衛 1988年 10月 26日 (水 )・ 27日 (本 )

堀
所

名
/

―-36-―



安
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虜
子
王
全
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畳
ё

苦
廟
人
ズ
太
郎
秦
行
（乗
〉

●
ス
タ
ッ
フ

ム
ロ
　
　
本
　
　
　
　
　
　
　
ま
え
だ
　
　
　
純

野
　
由
多
可

演
出
助
手
　
　
　
　
　
　
　
野
　
田
　
万
里
恵

副

指

揮

　

　

　

　

堀

江

幹

雄

ｏ
キ

ャ
ス
ト

作

　

曲

演 指

出

山 谷

千 誠

吉 ―

演 指

安厨

子

山
椒
太
夫

律関
白
師
実
　
　
　
　
　
　
　
永

宮
崎
の
〓

小
　
　
萩

〓
一　
　
郎
　
　
　
　
　
　
林

＝関

　
「硝

　
ヱ
丁

（２６
日
・
２７
日
曇
）

栗

田

啓

子

雷

さ

市Ｈ

　
一茶

　
ヱ
丁

（２６
日
　
２７
日
昼
）

五
　
島
　
由
美
子

″
日
と

一際

　
ｉ和

　
ヱ
丁

（２６
日
　
２７
口
昼
）

中
須
賀
　
悦
　
子

分
日
と

藤
　
美
知
子

友
　
博

信

瀬
　
信

一
郎

ダ
懃

母関
白

の

練
習
ピ
ア
ノ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
本
　
多
　
要

口 実  佐

真 剛

豊 琴 ― 誠

賛  賛
助  助

三 新

宅 家

順 麻

子 利 子

●
ス
タ
ッ
フ

ム
ロ
　

本
　
　
　
　
　
　
若

林

　

一　

郎

作

　

曲

宮
　
芳

生

島

　

　

博

出

　

　

　

西

川

好

弥

演
出
助
手

島
　
か
よ
子

美
　
　
術

伊

藤 山

三 千

郎 吉

照

玉
　
遭
　
久

舞
台
監
督
―
―
―
―
―
―
―
太
　
田
　
幸
　
則

大
道
具

・
小
道
具
―
―
―
―
舞
台
工
房
「未
来
社
」

管

弦

楽
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
器
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

工汗

　
苗囲

　
▲
一

（安
寿
と
酎
子
工
）

・↑

　

４膏

　
　
　
　
士
和

（苦
噺
人
買
太
郎
兵
前
）

（安
寿
と
肘
子
王
）

（警
噺
人
買
太
郎
兵
衛
）

ｏ
キ

ャ

ス
ト

お

も

ん

林

牛

島野

松
　
波柄

竹
　
内

次

郎

練
習
ピ
ア
ノ

山

田 藤

礼 鶴

子 代
避
涸

（２６
日
　
２７
日
星
）

正

　

隆

分

日
と

曽
早
久
立
丁

（２６
日
　
２７
口
長
）

千
津
子

テ
ロ
さ

一〒
　
手
″

（２６
日
　
”
日
星
）

け
市

（２７
日
夜
　
賛
助
）
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日本オペラシリーズ以外の公演

第 4回 準会員による日本歌曲のタベ 1989年 1月 28日 (土 )

単

於 :中電ホール

風鈴 。青い小鳥 他

雛祭・風車の歌 他

唄・春の唄 他

白百合・ 地の上に花咲 くかぎり 他

シ 必
演 :1

2

3

4

小林恵子

山本ひろみ

佐藤まゆみ

堀ノ内塞子

領

名古屋オペラ協会準会員による

第4回日本歌山の夕べ
～山田耕体の作品を集めて

198y平 1月 28Rω PⅢ16:45

中電ホール

主催 :名 古屋オペラ協会

小 林 恵 子

風鈴

青い小鳥

かやの木山の

鐘が鳴ります

風ぞゆく

異國

索(つぼくらめ)

野薔薇

馬売り

松島音頭

…… … … … 川 路 柳 虹 誇

… … … … … 川 路 柳 :各

"
… ………… 北 原 自 秋 清

…………… 三 木 露 風 ホ,

… … …… 三 本 露 風 請

………Ⅲ Ⅲ… 三 ホ 露 風 隣

…………… 三 木 館 風 1,

… ………… 北 原 白 秋 謗
… … … … 北 原 白 秋 ,↓

佐藤まゆみ

唄        …………三ホ霧風 臓

春の唄       …………三木露風 障

柿華      ……… …村岡 晃 籠

秋の夜      …………三木露風 市
むかし噺      …………北 !京 自秋 碑

樹立        ………… 三ホ露風 欝
兵士の妻の祈り    ………… 西条八十

"母のこえ      ………… 大木惇夫 誇
みぞれに寄する愛の歌 ……… … 大木停夫 伶

ピアノ:片 山 久 仁 子

堀ノ内宏子

白 百 谷
……1:■ :∵・・:¨ 六本J車 夫 帝

地の上に花咲くかぎり…………大本体夫 缶

薔薇の花
「

心をこめて…………大木停夫 付
r我 が思ひJ     …………三木露風 清

湧く涙

風に思いを

夜曲
r風 に寄せて歌える春の歌r… …■木露風 滞

青き臥床をわれ飾る

君がため純る綾錦

光にふるい日に舞へる

たたえよ しらべよ

ピアノ:山 田 礼 子

山本ひろみ

雛察

風車の歌

逝く春

曼珠沙華

待ちIFう け

からたちの花

さくらさくら

中国地方の子守唄

北 原 白 秋

………………日 本

………………日 本

足 立 泰 三 静

三 本 薪 鳳 ェ青

長 田 幹 彦 詩

北 原 自 秋 待

北 原 自 秋 詩

"
謡

謡

古

古

ピ7ノ :長 岡   功

ピアノ:本 多 要 子
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第 5期 研究生修了盗演

ディドとエネアス 1989年 3月 2日 (木 )・ 3日 (金 ) 於 :中小企業セ ンター

指  揮 :熊崎 雅芳   演  出 :太 田 幸則

キャス ト

2  日

ディド……………・神野 英世

ベ リンダ…………・カロ藤 智子

侍女…………………・片桐 皆枝

エネアス……………・)|1瀬信一郎

大魔女………………・鈴木 正子

小魔女 1… …………幸  浩美

小魔女 2… …………井手 敦子

魔女の精…………・成瀬江利子

水夫………………………市川 直子

コロス(六期生)

青木由香里   川崎 裕子

坂野 美保   久木 恵子

賛助出演 浅野香保里

安藤  泉   井村  文

後藤 幹子   遠山 直里

エコー賛助出演 南部泉

前 llB ttЬ 子   山田 千加

山本 礼子   吉井 万里

吉村 京子   渡辺久美子

杉本 弓子

鵜飼 綾子

『夢篭瞬ζ呂3フ諷』

'893月 2日 体)RM7iOO
a日い)RMア:∞

3  日

脇島かよ子

片桐 皆枝

加藤 智子

川瀬信一郎

加藤 良美

幸  浩美

井手 敦子

成瀬江利子

市川 直子

弾”

―-39-―
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1989(平成元)年度

黄金の国 1989年 11月 17日 (金 )・ 18日 (土 )

昭和63年度受知県芸術文化選奨文化賞受賞記念公演

名古屋オペラ協会公演 (日 本オペラシリースNo.7)

絡監督 横 井 園 生

指揮 青 島 広 志  演出 西 川 好 弥

作

志

周

広

藤

島

遠

青

作

山

原

作

山,寅 名 古 屋 オ′くラ協 会

平成元年11月 17日 l金 )。 18日 にと16:30開演

愛 知 文 化 講 堂 (テ レビ塔東)

主催 名古屋オベラ協会  後援 受知県教育委 員会

名古屋市教育委員会

オペラ

-4卜
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Ｗ
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日本オペラシリーズ以外のα演

バロック音楽のタベ 1989年 6月 2日 (金 ) 於 :名古屋市芸術創造センター

ヘンデル :「快活の人」より

共に来て踊ろう

幸せの鍼を鳴らす前に

さまよい歩きたい

幸せよ私を受け入れてくれ

「アマーディジ」より

ああ、なんと無情な

rジュリアスシーザー」より

私の週命を嘆く

パーセヅレ:「ディドとエネアス」より

わ力ぐなきあとに

ペルゴレージ :r嘆きの聖母」全山

中須賀 悦 子 (査 員賞●,)

伊 藤 美知子 ( " )

原  作 :木下 順二

指  揮 川島  博

出 石

藤 本

'用

ノ内

於 :名古屋市芸術創造センター

か

思 子

ｖ
林

水 谷 朋 子

佐 藤  まゆみ

市 来 明 子

三 尾 予日枝

子
　
子
　
子

敬

圭

宏

「夕   鶴」 1990年 3月 10日 (上 )・ 11日 (日 )

腺店
　
　
士
ロ

玖
　
千

伊

山

国
　
内

曲

　

出

作
　
演

キャス ト

つう

与ひょう

運ず

惣ど

子供たち

演  奏

10,11日 昼    11日夜

佐藤 和子    五島由美子

長柄 孝彦    竹内  将

永友 博信    牛島 正隆

川口  豊    友森 美文

名古屋少年少女合唱団

名古屋オペラ協会管弦楽団

指算〔古谷磁―

ラ協会
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名古屋オペラ協会

第6期 研究生修了公演

コシ・ファン・ トゥッテ(抜粋)～女はみんなこうしたもの～

於

第 6期研究生修了公演

キャス ト :

フィオルディリージ

ドラベラ……………

デスピーナ…………

グリエルモ…………・・

フェルランド………

ドン・アルフォンゾ

ところ :名 古屋伏見ヤマ′Ⅲホール

(ヤマハイ■)

入場無料

1990年 3月 6日 (火 )

名古屋伏見ヤマハホール

成瀬江利子・川崎

青木由香里 。杉本

久木 恵子

松井 優二 (賛助)

山田 正丈 (賛助)

松原  敬 (賛助)

裕子

弓子
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1990(平成 2)年度

唐人お吉 1990年 12月 11日 (火 )・ 12日 (水 )

＼
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受講者  千田 恭子

堀ノ内宏子

永友 博信

第 5回 準会員による日本歌山のタベ～中田喜直の作品を集めて

日本オペラシリーズ以外の公演

土月巴みゆき音楽講座 1990年 6月 14日 (木 ) 於 :電気文化会館コンサー トホール

1990年 4月 25日 (水 )

於 :電気文化会館ヨンサー トホール

出演 :

1.井手敦子

歌曲集「六つの子供の歌」 他

2.加藤智子

「魚とオ レンジ」他

3,佐藤まゆみ

「 日本のおもちゃのうた」他

4.藤本圭子

“マチネ・ポエティック
″

による

四つの歌 他

名古屋オペラ協会準会員による

5回 日本歌曲の夕べ
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第 7期 研究生修了公演

セロ弾きのゴーシュ 1991年 3月 27日 (水 )

キャス ト :

ゴーシュ

楽長……

猫………

かっこう

狸………

ねずみ…

司会者…

楽団員…

於 :愛知県中小企業センター

指  揮 :堀江 幹雄   演 出 :太田 幸則

昼の部     夜の部

竹内 久恵   川原 瑞穂

牛島 正隆 (オ ペラ協会会員 )

・本田 浩子   安藤  泉

・小川ふきえ   吉川友吏江

・青山 元子   遠山 直里

,相引ちとせ   大西小夜子

山田かおり   山田かおり

第八ガ』研究生  第八期研究生
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イ
1991(平成 3)年度

修禅寺物語 1991年 11月 29日 (金 )・ 30日 (土 )

名古屋市民芸術祭'91

清水 備 作曲・岡本備螢 原作

脚修禅寺物語全l幕3場

'91年 11月 29日 ltt16:30p.m.・ 30日 ltt16:30p.m.

愛知文化講堂

主催/名古屋市民芸術祭実行委員会

名古屋市 名古屋市教育委員会

(財)名 古屋市文化振興事業団

名古屋オペラ協会

後援/受知IR教育委員会 協貿/三菱信託芸術文化財団

契 ト
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日本オペラシリーズ以外の公演

オペラ・アリアのタベ 1991年 5月 11日 (土 )

指 揮 :古谷誠一   管弦楽 :ナ ゴヤシティ管弦楽団

《棒夕臣》より

ああ、そはかの人か～花から花ヘ

燃える心を

さようなら過ぎさった日よ

パリを離れて

〈リゴレット》より

慕わしい人の名は

ほほの涙が

祭りの日にはいつも

愛する美しい乙女よ

み

昭

子

ま

富

和

脚
附
憾

栗田 啓子

土佐 誠

五島由美子/永友 博信

五島由美子/伊藤美如子

/土佐  誠/永友 博信

於 :愛知文化講堂

(ドン・カメレロ》より

ヴェールの歌

ひとり寂しく眠ろう

世のむなしさを知る神

終わりの日は来た

むごい運命よ

伊藤美知子

)|十 日 豊

大野賀久子

ァk友 博信

中須賀悦子

昼の部

川口  豊

野村 富昭

小林 恵子

野田百合江 伊藤美知子

川崎 裕子

渡辺 まみ

竹内 久恵

堀ノ内宏子

相引ちとせ  吉川友吏江

山田かおり  青山 元子

小川ふきえ  遠山 直里

佐藤 和子/野村 富昭

名古犀オペラ協会準会員・オペラ公演

名古エオベラ協会

“

会員・オベ,′A演

ちいさな煙突掃除 1991年 8月 24日 (土 )

於 :名 古屋市芸術創造セ ンター

・クロージャー   作  曲 :ベ ンジャミン・プリテン

博         演  出 :内 山 千吉オ｀ラ

ちいき,な

煙突霊陰

合  本 :エ リック

指  揮 :川 島

キャス ト  1幕
ノーマン

マックス

ジェシー

グラデス

アンヌ

キャサ リン

モニカ

パメラ

モー リン

ーマ ミー

メイビス

2幕

黒人ボブ/ト ム

クレム/アルフレッド

サム

ミス・ バ ゴッ ト

ジュリエ ッ ト

ゲイ

ソフイー

ローワン

ジ ョニー

ヒュー

テ ィナ

夜の部

豊

昭

子

富

智

口

村

藤

川

野

加

撤

子

子

保

瑞

裕

恵

美

原

野

木

見

川

水

久

鷲

-50-―



第 6回 準会員による日本歌曲のタベ 1992年 2月 15日 (土 )

於 :電気文化会館コンサー トホール

出演 :1.

2

3.

4.

5.

6.

野田百合江

川崎裕子

村瀬千恵

美口啓子

川原瑞穂

ナ月ノ内宏子

別官貞雄

中田喜直

〃

図伊玖磨

中田喜直

山田耕作

歌曲集「淡彩抄」

たんぽば、ひなの日は 他

“マチネ・ポエテイック"による四つの歌

歌曲集「わがうた」

サルビア、ねむの花 他

紫、兵士の妻の祈 り 他

第8期 研究生修了公演

ディドとエアネス 1992年 3月 9日 (月 ) 於 :愛知県中小企業センター

指  揮 :堀江 幹雄   演 出 :太 田 幸則

キ ャス ト

デ ィ ド…

ベ リング

魔女……

′Jヽ 魔女 2

水夫・……

内田由美子

細野ますみ

吉田 幸恵

小橋 直子

・永田裕美子

エネアス………野村富昭 (賛助出演 )

侍女……………中野 稚子

小魔女 1… ………狩生 佳奈

マーキ ュリー…清水 千種
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1992(平成 4)年度

春琴抄 1993年 1月 29日 (金),30日 (土 )

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念
事
業
（あ
い
ち
の
芸
術
家
た
ち
）シ
リ
ー
ズ

名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
創
立
十
周
年
記
念
公
演

日
本
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ
阻
１０

監
修
＝
大
賀

寃

谷
峙
濶

一
郎
＝
原
作

生
え
だ
　
純
＝
む
木

一二
木
　
穐
＝
作
む

終
Й
督
＝
殺
井
園
生

全

〓
一
幕

一九
九
三
年
一月
二
十
九
日
⌒金
▼
三
十
日
（土
）午
後
大
時
三
十
分

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

主
催
１
名
古
屋
オ
ヘ
ラ
協
会

・
受
知
県

・
受
知
県
烹
化
振
興
↓
菓
回

路
挫
鐸
融緩
野
刊碧
肇
璽
低軸
器
製
こ文化旨
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日本オペラシリーズ以外の公演

名古屋オペラ協会創立10周年記念/名古屋オペラ協会準会員による「モーツァル ト

(W.A.Mozart)ア リアとアンサンブルのタベ」・オペラ「フィガロの結婚」・

「魔笛」より 1992年 7月 23日 (本 )
於 :名 古屋市芸術創造センター

指  揮

出  演

古谷 誠一

野村 弥生 。

大西小夜子・

村瀬 千恵・

鷲見 美保 。

遠山 直里

演  奏 :名古屋オペラ協会アンサンブル

堀ノ内宏子 。加藤 智子・竹内 久恵・安藤  泉・

永友 博信・川口  豊 。野村 富昭 。川原 瑞穂・

小林 恵子・水野 裕子・相引ちとせ 。中須賀悦子・

牛島 正隆 。小川ふきえ 。川崎 裕子 。加賀 恵子・

第 7回 準会員による日本歌山のタベ 1993年 3月 16日 (火 )

於 :電気文化会館コンサー トホール

出演 :加賀恵子     野ばら、母の声 他/山田耕作

小橋直子     六つの子供の歌/中田喜直

鷲見美保     瞳、空 他/小林秀雄

四季の歌/中田喜直

抒情歌 他/図伊玖磨

“マチネ・ポエティック
ル
による四つの歌/中田喜直

山田かおり

吉田幸恵

細野ますみ
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∞

名古鼠オペラロ会

弱 0閣 研男生停了公済

の

第9期 研究生修了公演

フィガロの結婚 1993年 4月 8日 (木 )

指  揮 :堀江

キャス ト

スザンナ………・

フィガロ

伯爵……

伯爵夫人

ケルビーノ……・

マルチェリーナ

バルバリーナ…

於 :愛知県芸術劇場小ホール

幹雄   演 出 :太田 幸則

5:00の部

江間 葉子

石井由美子

・川 口  豊

・土佐  誠

・犬飼真由美

田中 豊子

深見 裕子

・金原 万里

杉山 祐子

7:30の部

愛知 智絵

鈴木千恵子

川口  豊

土佐  誠

森国 智保

清水 恵子

則武 里枝

金原 万里

杉山 祐子
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∵
1993(平成 5)年度

夕  鶴 1994年 3月 11日 (金 )。 12日 (土 )

日本オペラシリーズlNo.11

歌 劇

夕 終
一幕工場

木下順二=原作  図 伊玖磨=作曲

言営::こ
:革0三二言套        ≡ぢU遭楷と望協♂弘母百詠韓i玩養

1994年 3月 11日④PⅢ16:30

3月 12日ωP‖ 3:00,Pl16:30

名古屋市芸術創造センターホール

．磐
ｌ
Д
ｑ
　
Ｉ

Ｉ
■
４
■
「
　
　
コ．
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日本オペラシリーズ以外の公演

名古屋市民芸術祭'93協賛

第 3回

古谷戯―

ナゴヤンティ

第 8回 準会員による日本歌山の夕べ

「オペラ・アリアのタベ」第 3回  1993年 11月 16日 (火 )

於 :愛知県芸術劇場 コンサー トホール

指  揮 :古谷 誠一  管弦楽 :ナ ゴヤンティ管弦楽団

出  演 :渡辺 まみ 。土佐  誠・鈴村真貴子・中須賀悦子・牛島 正隆

千田 恭子・松波千津子 。小林  満・栗田 啓子・大野賀久子

永友 博信

指 揮

管弦崇

1994年 2月 25日 (金 )

於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

I,森 園 智 保 ツブ,ノ

付 田 由 序 : あじさいの雨

情 ホ  肇 : こム しの花

入 江  蒸 :海 の しらべ

西 阿 光 秋 常

宮 田 滋 子 詩

慮 摩 忠 詩

P7ノ 伸コ  中 村 淑 子

ピアク114 矢崎攻味子H.江 間 葉 子 ツプラノ

別 宮 貞 雄 :さ くら,声 ちょう

中 国 喜 直 :鳩 宙の歌

中 口 喜 直 :鶴 力!減 る

加 お 周 ― 誇

情水らのろ 詩

4千 谷 彰 久 欝

IШ .大 西 Jヽ 夜 子  ツプラノ

国 伊玖磨 :rぅ が ぅた J

I.序 の承

Ⅱ.工 独 とは

lH.ひ ぐらし

V.追 停歌

V.索 旧花

Ⅳ.内 田 由 美 子  ツプラノ

ピアノⅢ喜  本 多 要 子

】ヒ山冬―ロト 爵

ピアノ伴奏  秋 野 裕 子

大 本 体 夫 詩別 首 貞 難 :

I i包

II.Ⅲ

Hi~入目手

V 凛雨

V 別悛

M la
Ⅶ 天の川

…編 背tr『

Ⅸ.髯
X.本 近 さ日に

「決 彩抄 J

V.竹 内 久 恵 ツプラノ

中 田 喜 直 :「 Aと オレンツJ

l.は ■や ぐ朝

2 頻

3 あいつ

4 直法のリンゴ

5,Aや かをる欧

W

-5鮮

ピアノⅢ■  水 野 呂 子

販 田 寛 大 詩

8 らくたの耳から (需 とヽオレンン)



第10期 研究生修了公演

たそがれは逢魔の時間 1994年 3月 30日 (水 )・ 34日 (木 ) 於 :愛知県芸術濠1場小ホール

指  揮 :永友 博信   演  出 :太田 幸則

キャス ト

男……

妻

男の心

少女 (前)

少女(後)

少女時代の妻

少女達

小泉 洋子 (30日 )

竹谷かな子 (31日 )

・佐藤栄見子 (30日 )

加藤 美紀 (31日 )

村瀬 淳子 (30日 )

田中 雅代 (31日 )

鳥居 美紀 (30日 )

松永 みき(31日 )

・加藤紀世美 (30日 )

土井美佳子 (31日 )

・江間 葉子 (準会員)(30日 )

森国 智保 (準会員)(31日 )

第十一ガ胡研究生 (30。 31日 )

妙

1994乱

評闘剛∈鯛演
愛知県芸術劇場 ′トホール

入場料 2.500円 (全 自由席|

名古「ギヽオペラ
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1994(平成 6)年度

袈裟と盛遠 1995年 2月 1日 (水 )。 2日 (木 )
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…

…

…

…

…

…
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恵
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子
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損
細
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田
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・
須
藤
有
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中
村
碁
子

松
葉
千
江
美

（
二

日

）

（
２

日

）

（
両

日

）

（
１

日

）

（
２

日

）

（両
日
）

（両
日
）

（
二

日

）

（
２

日

）

（
両

日

）

好

恵

佳

好

久

恵

助

　

演

‥
　
・・
…
藤
間
克
貴

守

屋

建

史

作

松

本

　

健

。
柏

木

　

隅

・
曽

根

庶

嗣

…
…
…
…
…
…
名
古
屋
オ
ベ
ラ
協
会

表
紙
題
字

・
中

根

海

堂
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日本オペラシリーズ以外の公演

室内オペラシリーズNo。 3「領事」全 3幕

合本・作曲 G― C.メ ノッティ  指

1994年 7月 13日 (水 )・ 14日 (本 )

於 :名古屋市芸術創造センター

}革 :古谷 誠一   演  出 :松本 重孝

も TⅢE f.

キャス ト :

ジ ョン・ ソレル

マグダ・ ソレル

母親

秘密警察官

秘書

コフナー氏

イタリアの女

アンナ・ ゴメス

ヴェラ・ ボロネル

魔術師

アッサン

13日

新実 真琴

千田 恭子

中須賀悦子

川 口  豊

堀 ノ内宏子

安田  健

竹内 久恵

細野ますみ

野村 弥生

長柄 孝彦

森山 孝光

14日

滝沢  博

内田由美子

伊藤美知子

川 口  豊

堀ノ内宏子

安田  健

竹内 久恵

石井 弓子

清水 恵子

長柄 孝彦

森山 孝光

=▲
f,日 6‐ Cメノγ,ィト
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日本の作山家による

日本の作曲象 こよる歌山の然
山口耕!Ⅲ・信時際 作品集

歌山のタベ 山田耕作・信時潔作品集 1994年 9月 13日 (火 )

於 :電気文化会館ザ・ コンサー トホール

出演 :堀ノ内宏子/山田耕作～恋のうたを集めて～

藤本 圭子/信時 深 茉莉花・小倉百人一首より

栗田 啓子/山田耕作 幽韻・風に寄せてうたへる春のうた、他

佐藤 和子/山田耕作 からたちの花、唄、他

神田 詩朗/信時 潔 「鴬の卵」より、他

平成6年度 東郷高等学校芸術文化鑑賞会鑑賞のしおり   於:東独I高等学校体育館

歌山と日本のオペラのつどい 名古屋オペラ協会 1994年 11月 19日 (土 )

第11期 研究生修了公演

ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル  1995年 3月 28日 (火 )・ 29日 (水)於 :名古屋市芸術倉J造センター

指  揮

キャス ト

ヘンゼル…・

永友 博信   演 出 :太田 幸則

グレーテル

お父さん

お母さん

魔女……

眠りの精

露の精…

子供たち

(1、 2幕)伊藤嘉奈子 (28日 )

杉浦 薫 (29日 )

(3幕)木 村亜由美 (28日 )

鎌仲裕美子 (29日 )

(1、 2幕)浅田智子 (28日 )

、  _ 市石真美(29日 )_   _
(3幕)松 田園子 (28日 )

山崎聖子 (29日 )

………………牧野英久(12期生)

……Ⅲ…Ⅲ……岩附章代

……………中村恭子

…………………平岩雅子

……Ⅲ………平岩雅子

………………'名 古屋オペラ協会12期研究生

1,つ5,9月 28日閃 mW:呻頓

29日四年いOHH直

Ⅲ押
｀
ぱW糊草 ―-63-―



1995(平成 7)年度

海の子守歌 1995年 9月 27日 (水 )・ 28日 (木 )

A日 本芸術文化振興基金助成

巨
作
Ｏ
Ｊ
，Ｍ
ン
ン
グ

皇

ａ

山

驚

貴

子

篠

●
林

谷

英

治

歌

　

劇洛
の
子
守
双

全
　
一
一　
幕

1995.9271湘・28い 珊:::謡捜
名古屋市芸術創造セ

と

夕… l地下鉄東
虫脇

後 援/名古屋市教育委員会

愛知県教育委員会

羽 4-
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日本オペラシリーズ以外の公演

第 9回 準会員による日本歌山のタベ 〈青島広志の世界〉 1995年 4月 27日 (木 )

於 :電気文化会館 ザ・ コンサー トホール

●帰つてきた獣 ピ″
戻常 :重  

° H由占「ユにいろをめりたЩ 柄 湘 は騨

花の賃
!蜀 のうすれもの

●万革工による四つの小呂 。イ吉た菩翫ζB弓馬乱、」Ⅲ
"ホ

悦夫

小原村オペラ鑑賞会/ヘンゼルとグレーテル

指  揮 :永友

1995年 12月 9日 (上 )

於 :小原村中央公民館

博信   演 出 :太田 幸貝J

キャス ト

ヘンゼル

グレーテル

お父さん

お母さん

お菓子の魔女

眠りの精

露の清

子供達

近藤亜由美

松田 園子

野村 富昭

岩附 草代

中村 恭子

鎌仲裕美子

市石 真美

小原村児童合唱教室生
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つ ぺ

NEW YEARオペレッタのタベ 男と女の恋のつなひき

1996年 1月 11日 (本)  於 :愛知県芸術劇場コンサー トホール

男と女の恋のつなひ こ 「相鸞令蟻マリツァ」

明日のラブツシク

歌曲集「いまは離陸のとき」 ロ エ 岡 ▲ 子

と  か■る 近 第 工向美  酒 井 苦 予

ピ7ノ :古 活 寛 樹

1お じさま お茶を飲みましょう  2情 りてきたネコの子のように

3‖睦のとき           4免 にわらわれる

5あ なたに           6き わ きわ きわ

7常 にのった斑女

2 歌曲集「受ゆえに」

「 白 層 亨
に て

」 ―
一 ― ― 一

十

一

~~~~十 ~R睡
旧 嗚 ,オ ‖ H― 出

'】

「メリーウィドウJよ り

大  中   恩

第10回 準会員による日本歌山のタベ 〈大中 恩の世界〉 1996年 3月 22日 (金 )

於 :電気文化会館 ザ・ コンサー トホール

☆ トークコーナー「大 中 恩の おしやベリ」

1こ んな夜に

3ふたりのうた

5堀 ける

7わ たしには

"上
固  H

, 内 久 忠  古 〕I友文江

ピアン :吉 構 え 樹

2い つもうなたと

4小雨の街を

6あ なたも

4 ま わ る ま わ る う た 一 十 二 の お は な し 一  的 熙 田 寛 央

インン 消  蒸  内 田 由妻子  女 池 女 子

洒 , :伊 蔦 吝奈子

tr7ノ :大 脩 絵 理

演 出 :大 口 ■ 則

照 明 :古 川  増

l あさち?んのうた

2ゆ とおくんと言

3花ち〒んが注いた

4」 W‖先生のお力lわ

5 うたちゃんのでこぼう

6 うたちゃんわl出会ったかたつむり

7ま いちゃんと泊の女の子

8とみち,ん とどじょう

9た くちゃんが見た呂

!0ま っちゃんの秋

11た みこ先生の電事

二?ゆめこお姉さんのクリスマス

|, 内 山 登資子

内 口 山姜予

Iムカl町くとと

3二月

5なのミステリー

4お 隅きまとキスをした

第12期 研究生修了公演

ヘ ン歪 ル と グ レー テ ル  1996年 2月 22日 (木 )。 23日 (金 )於 :名古屋市芸術創造センター

3 歌曲集「なのミステリー」

記 ミヽ
>名・

=
1こ |1年2月 22日 い 千畿ユ|` ,ヽ■ョ

2380年 ■t:劇Ⅲ■

永友 博信

(1、 2幕)綴線 宏子

(3幕)鈴 木 陽子

(1、 2幕)吉田 友紀グレーテル

指  揮

キャス ト

ヘンゼル

演  出

22日

:太 田 幸貝J

23日

伊藤 智美

宮川 佳子

鈴木 智恵

‐松葉千江美

牧野 英久

遠藤美和子

安田江里子

渕田裕美子

長沼 由江
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1996(平成 8)年度

額田女王 1996年 11月 3日 (日 )・ 4日 (月 )
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文
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Ｎ０
１４

監
惨
＝
大
賀
　
え

特蛛＝原
嘉
寺
子

総
監
番
上
藉
口
官

子

原
作
＝
井
上
　
靖

一
九
九
六
年
十

一
月
三
日
（日
）
午
後
六
時
三
十
分
開
演

愛
知
県
芸
術
劇
場
　
翔
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オペラ協会

日本オペラシリーズ以外の公演

星出 豊 音楽講座 I オペラ「 フィガロの結婚より」レティタ ティヴォの歌い方
1997年 1月 22日 (水 )

於 :電気文化会館 ザ・ コンサー トホール
星出 豊

音楽講座
I

=―
ツアルトのオヘ

'H生
からレチ

''イ
ーヴォのBい方まマ

牛島 正隆

準会貝オペラ公演  「魔  笛」

台  本 :E.シ カネーダー/作
指  揮 :古谷 誠一   演

講  師 :星出  豊

受 講 生 :水谷 朋子

賛  助 :滝沢  博

1997年 2月 26日 (水 )・ 27日 (木 )

曲 :W,A.モ ーツァル ト   於 :名 古屋市芸術創造センター

出 :ナ月回 文成   演  奏 :ナ ゴヤシティ管弦楽団

肝
幡
癖
け
禅
ｍ
噌
山

ｎ
ｍ
担
螂
腑
“
Ｈ

キャス ト ●26日 P,M.6:30～
●27日 P,M,1:30‐ W

ザラス トロ  川口  書
タミー ノ   江端 智哉 (賛助)

夜の女王   渡辺 まみ
パ ミーナ   内田由美子
第 1の侍女  須藤 倫代
第 2の侍女  青木なつ恵
第 3の侍女  野村 弥生
第 1の童子  松田 園子

第 2の童子  岩永 真美
第 3の童子  杉浦  薫
パパゲ三ク  滝夜

^ ^博
(賛助)

027日 P,M.6:30ψ
安田  健 (賛助)

鏑木 勇樹 (賛助)

黄池 貴子
盛 かおる

水谷 朋子

吉田 友紀
水野妃佐子

岩附 章代

宮川 佳子

伊藤嘉奈子

森山 孝光 (賛助)

パパゲーナ
モノスタ トス

武士

武士

弁者
*黙役 *
パ ミーナの父 牧野 英久     牧野 英久
パ ミーナ   堀口 政子・長柄 千紗 (子供時代)

合唱    名古屋オペラ協会合唱団

近藤亜山美
宮崎 智永 (賛助) 助賛

子

永

啓

浩

晴

陽
智

義

幸

達

木

崎

高

原

脇

鈴

宮

日
山
澤

啓
浩
晴

義
幸
達

高
原
脇

日
山
澤
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0「魔笛」より 0「魔笛」より

第13期 研究生修了公演

ヘンゼルとグレーテル 1997年 3月 27日 (本 )・ 28日 (金)於

指  揮 :永友 博信   演

く中
キャス ト

ヘンゼル・
“

I J ttl 紆花′」i いr公激

ヘンゼルとグレーテル
(1・ 2幕)久世美紀子 (27日 )

角田 純子 (28日 )

(3幕 )村 松 由理 (27日 )

川本 昭子 (28日 )

(1・ 2幕)則武千代子 (27日 )

東  えり(28日 )

(3幕)近 藤 由香 (27日 )

古田 直子 (28日 )

:名古屋市芸術創造セ ンター

出 :太田 幸則

。日高 義啓 (27日 )

山原 幸浩 (28日 )

・吉田 弘子 (両 日)

。太田 恵子 (27日 )

加藤万紀子 (28日 )

,栗谷美香子 (27日 )

石田みど里 (28日 )

。中村有希子 (両 日)

―ラン″ウュピー′レヽ
`,(に

よう一

水 女 H ll

お父さん

お母さん

眠りの精・

露の精

魔女・

グレーテル
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1997(平成 9)年度

琵琶白菊物語 1997年 11月 フ日(金 )・ 8日 (土 )。 9日 (日 )

(名古嵐オペラ協会 )

(福 田富子)

一 穆―
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歴代の事務局長 礼賛〃

名古屋オペラ協会

(事務局長 平成 2年度～ 5年度 )

相談役 小 林   満

初代の竹本さんが今、少 し体調をくず しておられるので、その代わり

に私が一筆啓上という次第です。竹木さんは協会創立当初からの事務局長で「 自分がオペラ協会を

守るんだ」という気迫を感 じたものでした。そ して委員長の横井さんをサポー トして「副官」であ

ることに徹 しておられた様に思います。オペラ協会の屋台骨を築かれたお二人でした。

事務局が東別院青少年会館 2Fか ら独立 して大須に居を構えて半年後、竹本さんが退かれ、二代

日として外部から契約付きで照喜名さんが入 られた。経理のコンピュータ化が進みましたが、事務

局管理の点で随分苦労された様で した。その甲斐あってやっと手にした「 自分達の城」という自負

を皆さん持 っておられ、その頃はそれなりに充実感があったように思う。

それも束の間、突然委員長の横井さんが辞められ、暫定委員長川島さん、三代 目事務局長が私と

いうコンビが誕生 した。大須の事務所も一年半位の期間で白川公園のチサン 。マンションに移転す

ることになった。オペラ協会としては大きな転換期であった。

時は平成 2年、1990年 のことである。川島さんが 4月 15日 付けの「文部広報」を運営委員会で披

露された。そこには「芸術文化振興基金の創設」の見出しで、1000億円の基金で30億円を運用する

という構想の内容だった。私は事務局を預かるに当たり、オペラ協会の課題は、助成金の獲得であ

る主旨の提案をした矢先だった。

将来に向けてオペラ活動を発展させる為には、今後「助成金」は不可欠の条件だと考え、私に課

せ られた最大の使命は「助成金を軌道に乗せること」だと自分自身に言い聞かせたものだった。そ

の結果、平成 2年度は『唐人お吉』に、 3年度は三菱信託財団から『修禅寺物語』に、平成 4年度

も基金部か ら『春琴抄』にとそれぞれ助成金が付 くようになった。勿論、『修禅寺物語』は名古屋

市芸術祭主催、『春琴抄』は愛知県芸術文化振興事業団主催という幸運もあったが、兎に角何んと

か「助成金獲得」の道筋だけは付ける事が出来た。そこで経理にも詳 しい川口さんに事務局長を譲

り、委員長も福田さんに交替 したのが平成 6年、1994年 のことである。事務所も青少年会館に灰る

と直ぐ岡文 ビルに賃貸で入 リー人前の居を構えた6これで橋田 。川日`体制が世来た訳で～あ
‐る■…本当―

の意味で事務所 らしい事務所となったが、平成 8年、1996年オペラ練習所「スタジオあい」に事務

所も一緒に移転することにした。これは一重に伊藤惣介さんの理解と好意により実現 したことであ

る。

ここに本格的なオペラ団体としての体制が小さい乍 ら整ったことになる。なお、現在の事務局長

は五代 目に引き継がれている。
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15周 年 を迎 えて思 うこと

名古屋オペラ協会

育成部長 伊 藤 品 子

旗揚げ公演『夕鶴』をスター トに、名古屋オペラ協会は、「 日本の創

作オペラ」をメインとして、「日本人のつくった日本のオペラを…」と、

この15年間ひたすら走りつづけてまいりました。応、りかえってみますと、

大変苦 しい時も度々ありましたが、名古屋オペラ協会全員の力で、この

「名古屋の文化」に大きな存在感を示 してきたのではないかと思えるの

です。私自身も『夕鶴』の「つう」役から数多くの主役をさせていただ

きましたが、このオペラ協会に育てていただいた感謝の気持を、これか

らオペラ歌手になっていく後輩達に、伝えていかなくてはと思っており

ます。

名古屋オペラ協会の育成部は、15年前に、現委員長福田先生からスター トされ、10年前より私が

担当してまいりました。研究生は、会員、準会員とともに、この協会の中で、重要な役割をはたし

てまいりました。全ての公演に参カロし、裏からも表からも、協力してきましたが、 2年間のクラス

授業とともにこの大きな舞合から得 られる経験は、研究生の大きな力となって、次の名古屋オペラ

協会を支えていってくれることでしょう。

育成部の充実こそ、これからの協会の発展につながるものと、責任重大な立場に、身をひきしめ

ている今日このごろでございます。昨年14年 目にしてやっと念願かなって、「オフィスと練習場」

が出来ました。

大きな荷物をかかえて、あちこち走りまわって練習をした我々の時代とちがって、夢の様な思い

をしております。

これからのオペラ協会の発展に、この「スタジオあい」が、大いに役立ってくれますことをオー

ナーとともに祈りつつ、一人ひとりが、この「スタジオあい」を大切にしていただきたいと願って

おります。
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名古屋オペ ラ協会 15周 年 に寄せて

名古屋オペラ協会

運営委員 )II 島 博

昭和何年の頃だったでしょうか。横井先生から、オペラをやらないか

ということで始まった会議は、確か横井先生、竹本先生、大賀先生、小

林秀雄先生、津田先生、神田詩朗先生それに私の計 7名 であったと思い

ます。従って、15年の歳月は最初のメンバーを僅か 2名 にしてしまった

ことになります。約 1年間の準備期間を経て、『夕鶴』を私が指揮する

ことになり、何とか日本のオペラの公演を目指すオペラ団体としての成

果を得ることが出来ました。或る新聞ではその年のコンサー トの中で 1

位に挙げられました。 しかしその後、日本のオペラばかりの公演の連続

は、経済的にも内容的にも苦 しく、会員の方々の不満が増 して行ったような時期がありました。私

の委員長時代はヨーロッパのオペラヘ揺れた時ではなかったで しょうか。私も訳語の研究をやらな

ければとの思いでそのような研究会の発足を考えましたが、丁度字幕スーパーの登場の時期に重な

り、余り盛り上がりませスプで とノた0でも今でも私はヨーロッパのオペラの言葉の分かる日本語によ

る公演を行うことも、このオペラ協会に与えられた 1つ の使命でもあると考えております。1990年

代に入ると、それまでのオペラのあり方と様相が一変 してまいりました。いろいろな助成金が付 く

様になり、芸術劇場大ホールも完成され、豪華約爛たる舞合も造れる様になったからです。『春琴

抄』はその最も良い時期に公演されました。いつ しか日本のオペラの公演も定着 していったように

も思えます。15周年にあたり、考えもしなかったオペラを作曲することになり、コンピュータとい

う強い味方を得て、 2時間にも及ぶオペラを作曲することが出来ました。15年という長い間、日本

のオペラを見聞きしたり、指揮 したりしてきたこと、身近に舞合監督や演出家に接 しられるように

なっていること等が大いに助けになっていると思います。名古屋オペラ協会の記念すべき第 1回公

演の指揮と、15周年記念の自作のオペラの指揮という幸運に感謝 しております。
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旗揚 げ公演の思い出

名古屋オペラ協会

運営委員 中 島 基 晴

昨日起きたことも忘れてしまう今 日この頃15年も前のことを思い出し

て一筆書いてほしいと、言われても「これは困った何を書いたら良いか」

と思案に暮れました。

名古屋オペラ協会が設立されその旗揚げ公演の演 目が『夕鶴』と決まっ

た。

「おい、中島君や君 “与ひ ょう"の役でオーディションを受けてみん

かね」と誘 ったのは小生より 1年早 く東京か ら名古屋に勤めに来ていた

“のんベー"の津田先生であった。

マリオ デル モナコに憧れイタリアの声を心か ら愛 しちゃってイタリアオペラの二枚 目の役ば

かりを歌って来た小生にとっては、まったく考えられない大変なことだった。

「与ひ ょう」と言う役をやるということは今までの二枚 目のイメージを捨てなくてはいけない。

オーディシ ョンの当日は緊張することなく会場に入った。

何人かのお偉い方々がホール 2階の前列に席を構えこちらを観ておる。わた しの二枚 目の姿に圧

倒されているのだろう。と言う小生実は『夕鶴』の楽譜をまだと言うより殆どと言った方が良いほ

ど見ていない状態であった。

津田先生いわ く「 ちょっとだけどんな声が、聞かせてもらえば良いんだよ。」

この言葉を信 じた小生が馬鹿であった。

「与ひょう」の役でオーデイションを受けたのは 2人であった。もう一人のその方は背が高く、美

男子で、若 くて、水も滴る良い男、それを見て “納得
″
「与ひヽう」は二枚 目がやるんだ、と。

(本番では鼻の頭を真っ赤に塗 られた与太郎すがたにされるとは)惨め☆☆

殆ど歌えない小生とは違いもう一人の方はオペラの中のアリアを殆ど暗譜で歌っておった。オー

ディションとはこう有るべきだと反省。

小生の相手役の「つう」は名は書かないが見るからに声楽家と思える体つきの人であった。顔は

とっても可愛 らしい人であったが、自分が描いておった (つ うとは鶴のごとく)。
……であろうと期待

しておったのだが世の中そう甘 くはない (ま あ舞合では細 く見えるか)と 自分に言い聞かせ少 しでも

立派な舞合にしようと皆で頑張 りました。

演出の先生には「相撲を取 っているん じゃないよ」と、言われ、演技中にぶつかるお互いの腹に

は今想像 しても笑えてくる。 まぁ色々あったがこうして旗揚げ公演は大成功のうちに終わ った。
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名古屋オペ ラ協会 と私

名古屋オペラ協会

運営委員 永 友 博 信

工業大学から一転 して音楽の道を選んだ私は、芸術大学修了後、すぐ

に名古屋オペラ協会に所属 しました。そして旗揚げ公演の『夕鶴』に

「運づ」役として出演 したことから、声楽家としての活動が始まったの

です。

それから15年、さまざまな出来事やいろいろな人との出会いが、実に多くの財産をもたらしてく

れました。なかでも、第 1回公演『夕鶴』、第 3回公演『修禅寺物語』、そして第13回公演『海の子

守唄』の 3公演は、いずれも私にとって大きな意味を持つものでした。

『夕鶴』の練習中、演出家の小田健也先生から「形で演技するのではなく、心で演技する」こと

を学びました。あれこれ手足を動かして表現するよりも、その心を感じとることこそ、自然で強烈

な表現となる場合が多い一一 これが、その後の私の演奏、演技、指導の原点となっていったように

思いますЬ

そしてそれを更に充実させたのが、第 3回公演『修禅寺物語』でした。演出補佐であった板東補

先生から学んだ「様式美」「型」というものの魅力が、私が日本のオペラに惹かれる最大の理由で

あるといっても過言ではないでしょう。子どもの頃から田舎の映画館で市川歌衛門や中村錦之助

(故・萬屋錦之助)の出演する時代劇を必死に見ていたことが影響を及ぼしているのか、或いは日

本人の血がそうさせるのかは分かりませんが・・・。とにかくこのような時代物の作品に強く興味を覚

えていた私にとって、オペラ協会が取り組んできた日本オペラは何れも魅力盗れる作品で、歌い手

としてばかりでなく、役者としてもやり甲斐のあるものでした。

またこの『修禅寺物語』に於いて星出豊先生という理想的なオペラ指揮者に出会ってからは、そ

れまで抱いていたもう一つの夢を膨 らませることになりました。星出先生の気迫に満ちた指導、も

ともと歌い手であった指算者ならではの説得力、どんなに厳 しくても、その瞳の中に浴れる愛情

一―その全てに魅せられ、既に歌い手と指揮者との二足のわらじを履いて音楽活動をしていた私は、

以後、オペラを振れる指揮者になりたいという夢を抱きつつ、次第に指揮者としての活動に重点を

置くようになりました。

その後、オーケス トラ付きの合唱作品を多く指揮することになり、オペラ協会に於いても、研究

生の修了公演の指揮などに携わるようになりました。本公演で『海の子守唄』を指揮する機会が与

えられたのはその後まもなくのことでした。少ない予算のために楽器の編成を減らさなくてはいけ

なかったこと、手書きのスコアはミスが多く、音符の配置も不揃いで非常に見にくかったこと、い

ざ練習を始めてみると、学生の管楽器奏者がボロボロ落っこちてしまった等々、悪条件でのスター

トでした。しかし、多くの人たちに支えられ、何とか責任を果たすことが出来ました。その中でも、

敬愛する星出先生が「永友が指揮するなら力を貸す」と言って下さり、数回の御指導と、御自分の

本番前のリハーサルを 1ビ削ぢて『海の子守唄』の初日にゲネプしから付き合って下さらたことは、

言葉では言い表せないほどの大きな励みになりました。実際の練習に於ける指導は勿論、お酒を飲

みながらのリラックスした中での音楽談義も、全てが学びの場でありました。先生の大きな力に導

かれて、私はオペラ指揮者としての第一歩を僅かながら踏み出すことが出来たと思っています。

名古屋オペラ協会が創立15周年を迎えるに当たり、設立から今日まで協会の発展に寄与された横

井園生先生、竹本正俊先生をはじめ運営委員の先生方に敬意を表するとともに、私自身、今後の発

展に少しでも貢献出来ることを願って止みません。
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15周 年 を祝 し

名古屋オペラ協会

運営委員 小 原 恒 久

私がオペラ協会に初めて参加させていただいたのは第 2回公演、「赤

い陣羽織」の時です。本格的なオペラは初体験でしたので非常に緊張し、

かつとても恥ずかしかった(赤 フンでステージに立った)の を覚えていま

す。そこでオペラを創り上げる楽しさに目覚めたのだと思います。その

後、星出豊先生の指揮で度々歌う機会を与えられ、音楽を通しての言葉

の表現がいかにむずかしいかを思い知 らされ、やっと最近、歌う事のお

もしろさがわかってきた気がします。私のような者でも芸文大ホールで

主役をさせていただきました。しかし東京にいたら良くてコーラスのソ

口位 しかさせてもらえないでしょう。

しかし15周年をむかえたオペラ協会も出演しているメンバーを見ると昔とあまり変っていないな

という気がします。どんどん若手が出てきて、私など肩タタキされてもいい頃だと思います。

名古屋の現状を見ても歌い手の代替りはあまり進んでいないように見えます。これはやはり演奏

活動を続けていく上での経済的な問題がかなり影響 していると思います。せっかく名古屋には立派

なホールがたくさんあるのですから若手にはがんばってもらわねばと思うのと同時に、今の体制の

ままではなかなかむずかしい面も多いと感じています。

名古屋オペラ協会を今後発展させていくために今、私達は何をするべきか、何ができるかを一人

ひとりが良く考える時だと思います。

先日、新国立劇場の柿落としを見させていただきました。あの舞台が名古屋でやれたら何と素晴

らしい事でしょう。又、名古屋制作のオペラがあの舞合に乗せられ、そこで名古屋オペラ協会のメ

ンバーが歌えたらと夢を大きくふくらませました。名古屋で演奏活動を続ける事のメリットを最大

限生かし、若手の人は精一杯がんばってほしいと思います。
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オペ ラ「 夕鶴」以来 15年

名古屋オペラ協会

(事務局長 平成 6年度～ 8年度 )

会 員 デI十 日  豊

あのオペラ『夕鶴』を公演 したのが今から15年前とは信じられない気

持ちです。日本語の歌い方を考え、日本語のオペラを続けて上演すると

いう崇高な理想を掲げて、活動を始めた名古屋オペラ協会が15年も年を

重ねたのかと思うと胸がいっぱいになります。正直、現在のメンバーの

涙ぐましい努力があったればこそですが、こうしたいわば特殊なしかし

非常に重要なテーマを掲げてオペラ活動を続けることがどこまで可能な

ことか疑問がないわけではありませんでした。あの旗揚げ公演の時、日

的意識とでもいうものが一気に高められたようなつもりでいます。その

時に蓄積 したエネルギーで今も走り続けているような気がしております。たぶんこれからもずっと

走り続けることができると思っています。

このオペラ『夕鶴』では、悪の塊のような役である「惣ど」を設立当初のオペラ協会の中で最も

若い世代に属する私が演 じ、可憐な「つう」の役を伊藤品子先生、すこしぬけた「与ひょう」の役

を中島基晴先生といずれもオペラ協会の大幹部が相手でした。今ならもう少し「惣ど」らしくする

ことができると思いますが、あの時は若いからとつうと「与ひょう」にいたわられながら、うそも

つくことのできなさそうな「惣ど」をそれなりにうまくやったつもりでいました。思い出すと本当

に懐かしくなります。

こうして15年たってまわりを見まわして、ひとつのオペラの中で自分は出演者の中で最高齢者の

層を形成 していることに気がつき、唖然とします。まだまだ最初に蓄積 した若いエネルギーを持ち

続けているつもりなのに、かつて自分が見られていたような目で若い人を見ている自分に気がつく

ことがあります。

15年という時の流れは、実に速かったです。しかし、公演を積み重ねてきたという実績は確実に

残ってきました。そしてこの間に教えを受けた多くの先生方、そしていっしょに公演をしてきた仲

間たち、公演を支えてくれた多くのスタッフたち、たくさんの人たちに対して感謝の気持ちでいっ

ぱいです。この15年で得たものは私にとって実に貴重なものであり、何物にも代えることができな

いものです。

名古屋オペラ協会がこれからもますます発展することを願ってやみません。
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名古屋オペ ラ協会創立 15周 年 に寄せて

名古屋オペラ協会

会 貝 松 波 千津子

15周年お慶び申しあげます。

オペラ協会とのおつきあいは、初公演のオペラ『夕鶴』に始まります。

それは、見事な演出と会員の熱意に冷れ、観る者を引き込む、すばらし

い舞合であったことが、今も鮮かに思い出します。何よりもこの公演で、

オペラ協会が、名古屋で唯一、本格的なオペラに取り組む力量を備えた

組織であることを確信しました。

その後、コンクール入賞後、チャンスに恵まれ、85年『修禅寺物語』

の「かつら」役に抜櫂されて以来、95年『袈裟と盛遠』の「袈裟」役に

至るまで、10回 のオペラ公演に参加させて頂きました。初めて主役を努めた『修禅寺物語』は、大

変緊張し、熱を出した舞台でしたし、その後の星出 。粟国両先生のご指導を受けた『祝い歌が流れ

る夜に』や、初めてのプリマオペラであった『唐人お吉』、創立10周年記念の『春琴抄』をはじめ、

どの公演も、それぞれに記憶に残っております。

オペラ協会から、本当に多くのことを学ばせて頂いております。日本語の美しい発音や発声法、

和装での所作といった技術的な面はもちろんですが、それ以上に私にとって有益であるのは、多く

の一流の指揮者、演出家の先生や、仲間と出会い、豊かな人間関係のなかで素晴らしい舞合を創り

上げてきたことです。それは今日の私にとって大きな財産であると共に、オペラ協会が持つ魅力の

一つではないでしょうか。これも会長をはじめ、協会の運営に携わる役員の方々の御努力の賜物で

あると思います。本当にご指導ありがとうございます。

私の声楽家としての今日に至るまでの歩みは、協会と共にあります。今後も、皆様から多くのこ

とばを学ばせて頂くと共に、これからも微力ながら協会のお役に立ちたいと考えております。

今後の一層の発展を祈念致 します。
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名古屋オペ ラ協会創立 15周 年 に寄せて

名古屋オペラ協会

会 員 土 佐 誠

「名古屋オペラ協会」、この、日本オペラの振興に意欲的に取 り組む

団体は、僕の四半世紀に波る声楽家人生を語る上で、欠く事の出来ない

存在であるといえます。紙面の都合上詳述は避けますが、伊藤晶子先生

の要請で軽い気持で入会 したのですが、その後の十余年間に受けた多大

な影響を思うと、そのちよっとした「 きっかけ」に、ある種の感慨を覚

えるのを禁 じ得ません。大学院を出て直ぐに入会 した二期会では、所謂

「 洋ものオペラ」の日本語上演に、そのメリットは認めつつも何かしら

の違和感を覚え、日本語でのオペラ演奏に興味を持てなくなっていまし

た。又その頃自分の声種に疑問を感 じ、リー ト中心のバリトンからテノールヘの転向を目指してべ

ル・ カントを研究する為に、二期会を辞めてイタリア語での響き造りに熱中していた時期でしたの

で、入会はしたものの、日本オペラヘの出演は考えてなかったのです。しかし、日本オペラの上演

に限りない情熱を持たれる横井先生の人間性に動かされて出演 した『祝い歌』での、星出先生の

「 日本オペラもベルカントで歌う」との発言と、その通りの素晴らしい指導が僕の日本オペラ観を

大きく変え、その後『黄金の国』、『春琴抄』等で主要な役を演 じさせて戴くことで多くの貴重な

勉強をさせて頂きました。特に『春琴抄』での佐助役は、谷崎文学の体感と共に、日本オペラに関

しては日本人が最高の演者になれる可能性を実感できた貴重な役でした。創立以来、運営等にご苦

労された諸先生方、及び、会員、準会員、研究生等の皆さんの努力の賜物である15周年ですが、こ

の15年で培って来た名古屋オペラ協会の存在意義は大変に大きなものであると確信しています。今

後の益々の発展を願うと共に、そ/し に微力ながらも寄与することが出来ればと、心秘かに思ってお

ります。
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名古屋オペ ラ協会創立15周 年 に寄せて

名古屋オペラ協会第 2期研究生修了

準会員 水 野 佑扶子

あの第一回公演『夕鶴』を観てから、もう15年もたったのですね。ほんとうにおめでとうござい

ます。研究生も15期生までになり、若い人達がどんどん入って来るのを見ると、「我々もがんばら

ねば」と思います。

私たち 2期生の時には、 1年 目に『セロ弾きのゴーシュ』、 2年 目に『ディドとエネアス』と、

2回 もオペラをやらせて頂けてとても幸運でした。元気だけはよくて先生方にもずいぶん反発し、

色々ご迷惑もおかけしました。もう、協会に残っているのは 2人ほどになってしまいましたが、本

当に楽しい 2年間でした。また、あの時勉強したことは今の私の上台となっていることを折りに触

れ感 じます。

さて、オペラ協会も『夕鶴』を一番底辺として、15年間積み重なった土合が出来ているはずです。

でもそれが果たして強固なものであるのでしようか。一回一回の公演の反省が、次の公演で生かさ

れているのでしようか。前回のその上に改善された経験を重ねなければ、只々回数をやっているだ

けのことになってしまいます。15周年というのは節日であり、祝うべきことでもあると思いますが、

また、これからの事を改めて考える時であってほしいと切に思います。15年間の積み重ねというも

のを生かせる体制づ くりをしていけることを祈ります。50周年、100周年まで、オペラ協会がすば

らしいオペラを創っていくためにも…。

名古屋オペラ協会

準会貝 水 野 妃佐子

大学を卒業 してから5年間、小学校講師として勤めていました。教員という仕事はとても魅力的

な仕事で、それなりに充実 していましたが、どうしても「歌を歌っていきたい。」という夢が捨て

られず、講師を辞めることに決めました。

一年間個人的にレッスンにかよい、オペラ協会準会員のオーデイションを受け、幸運にも準会員

合格と同時に、オペラ『海の子守唄』の “中年の女"役をいただくことができました。

私は、今までオペラをやったことがなく、役づくり、動き方、浴衣の着付け等、基本的なことも

何も知らず、わからないことばかりでした。共演者の方々に、かなり迷惑をかけたことと思います。

かなりのス トレスに、体調をひどくくず しました。

しかし、共演者の方々からア ドバイスをいただき、それを自分なりに消化していくことで乗り越
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え、無事公演を終えることができました。

この時受けたア ドバイスが、私にとって大変プラスとなり、以後いろんな舞台を tノ ていくLで役

に立っています。

その他にも『メリーウィドー』の踊り子役に選ばれ、ダンスの勉強をさせていただいたり、モー

ツァル トの『魔笛』では、アンサンブルの勉強をさせていただきました。

どれも、個人では勉強できないことばかりです。

いろんな指揮者、演出家、作曲家、共演者の方々と作品をつくり上げていく中で得られることが

多く「 これからも、勉強 し続けていこう」という気持ちにさせられる毎日です。

車で往復 3時間かけて練習場に行き、練習するのは大変ですが、できる限り続けて頑張ろうと思

います。

これからも、よろしくお願い致 します。

名古屋オペラ協会第13期研究生修了

準会員 近 藤 由 香

名古屋オペラ協会創立15周年、まことにおめでとうございます。

私たち13期研究生は 2年間の研究成果の集大成として、修了公演は『ヘンゼルとグレーテル』を

上演 しました。

特に 2年 目は、指揮者・演出家の指導依頼に始まり、舞合監督・制作の依頼、副指揮者・練習ピ

アノ伴奏者の協力依頼、選考会による研究生全員の配役決め、衣装、会計、小道具、プログラム作

成上演当日迄の準備等は未経験のことばかりでした。また、13期は年齢層も幅広く、職業も様々で

あり、このことが相互協力に弾みをつけ、さらに全員の連帯感を強めることができたと思います。

そして、練習終了後は夜遅く迄必ず話 し合いを行い、最高の調子で修了公演を無事に済ませるこ

とができました。

この成果を温かく見守って下さいました名古屋オペラ協会の関係者の皆様方にはご支援助力をい

ただき誠に有り棠佐うございました。また、我々の音楽稽古を影で支えてくれた「スタジオ あい」

の存在はとても有意義であり、その場を開放 してくださいました伊藤惣介先生には心より御礼申し

上げる次第です。

研究生を修了した16名 は、それぞれの道に進み、準会員に進級する者、大学院に進学する者、今

年 1年はオペラに出演する者と音楽を通 した活動に精励 しています。また、全員で「Brillante

Voce」 を発会させ、月に 1回集合 し、近況報告 。課題の設定等今後の目標を決めて自己研鑽 して

います。さらに一つでも多く舞合に出演できるよう、また一人でも多く公演に出演できるよう、常

に目標を上におきこれからも活動を継続 し、名古屋オペラ協会がさらに発展するよう努力精進いた

します。

目標 20周年記念に向けて     さあ、頑張ろう〃
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名古屋オペラ協会第14期研究生

平成8年度 中 沢 美 紀

私たち14期生が名古屋オペラ協会研究生になった年は、練習場「スタジオあい」が出来た年でも

あります。音楽を演奏する上で練習空間は、特にオペラに関してはとても重要視されると思います

ので、今まで苦労して練習場所を確保 してみえた先輩方に比べると、私たちはとても恵まれた環境

で勉強を始めることができたと思います。

私たちのように演奏家を志す者にとって、勉強する上で頼りとなるものは多くの場合、楽譜 。C

D・ LD。 残された資料のみとなり、なかなか作曲者自身の考え、思い入れが理解不十分な点が多

いのですが、幸いにも研究生の授業の中で一年 目は石井歓先生、 2年 目は小林秀雄先生をお迎えし

て公開レッスンを受けることができました。特に2年 目の小林先生のレッスンでは、14期生がモデ

ルとなったため、先生直々のピアノ伴奏で歌ったり、楽譜を読む上での留意ッ点、曲に対するエピソー

ド等歌由の数々と、とても新鮮な気持ちで向きあうことができました。

これからも私たち研究生は、音楽の中でも特にオペラという分野に対 して、表舞合・裏舞台共に

学ばなければならないことが数多くあります。週一度の授業ですが、常に刺激を求め、皆で助けあっ

てこれからも進んでいけると良いと思います。

最後になりましたが、今後ますます名古屋オペラ協会が発展、ご活躍されることを願い、又私た

ちもそれを支える一員となれるよう日々努力していきたいと考えております。

名古屋オペラ協会第15期研究生

平成 9年度 長 谷 川    菊

5月 に第15期研究生として開講式を迎えてから4ヶ 月が過ぎました。まだ色々ととまどったり驚

いたりする事もありますが、勉強が出来る事に関しては学生時代以上にうれしい毎日です。

一生のうちで一番勉強出来るのは学生の時だけだと思っていた大学時代は、卒業してから勉強を

続けていく事が難しくなるのではないかという様な不安でいっぱいでした。が、実際卒業 した今、

協会の研究生となり学生の頃とはまた違った充実感と手ごたえを感 じています。

週一回の講義の他にも、先日の様な演奏会や(セ ントラル愛知 “たびだちのコンサー ト")11月 の、

『琵琶白菊物語』等々、舞合に立つ機会も与えていただき、今、学生時代には無かった “実践出来

る喜び"をかみ しめています。

まだまだ駆け出しの私にはこの15年間が、諸先生方にとって長かったのか短かったのかさえ想像

もつきませんが、ただ分かる事はこの15年間を築き上げて来られた先生方のお陰で、今こうして私

達が勉強させていただく事が出来るのだ…という事です。

それから、さらに15年 。20年オペラ協会の未来は私達も一緒に築き上げていくのだとも思います。

名古屋オペラ協会、この15周年を節目にさらなる発展を願って…。
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編 集 後 記

オペラ「琵琶白菊物語」の里 “井戸田"は名古屋オペラ協会の拠点スタジオ「あい」の南へ約100

mく らいの所にあります。そこの井戸田小学校に先日お邪魔し、井戸田小学校開校50年記念誌を頂い

てまいりましたが、学区の史跡ということで、師長公愛用の「 白菊の琵琶」や龍泉寺、藤原師長の家

の跡があったといわれる嶋川稲荷等の写真がありました。

スタジオ「あい」でのオペラ制作は、まさに「琵琶白菊物語Jの里でオペラ造りに励んでいると思

う今日この頃です。

さて、名古屋オペラ協会15周年記念誌を作成するように命じられ、第 1回の記念誌委員会を5月 18

日(日 )に持ちました。その時委員会は私の他は 8名で構成 したのでしたがその後、日高君が入られ、

爾来各委員の弛まぬ努力の結果このような記念誌を作成する事ができました。特に私がオペラ「琵琶

白菊物語」の作成や演奏に追われてしまってからは、日高君を中心にまとまって下さり、15周年記念

パーティーに間に合うよう作成 して下さりました。15年というと長いような短いような月日ですが、

名古屋オペラ協会 日本オペラシリーズ第 1回公演「夕鶴」に始まり、第15回公演「琵琶白菊物語」ま

で欠かすことなく築き上げた貴重な企画 。公認記録は汗と涙と感動の結晶であり、こうして記念誌に

残すことで改めてその思いを再確認する事ができました。少しですが、資料 (写真・プログラム・チ

ラシ等)の残されていない行事もあり、研究生の修了式の写真等も残す必要を感じたり、15周年を機

に記念誌を作成 し′た意義を感 じております。

名古屋オペラ協会15周年記念誌作成にあたり、文をお寄せいただいた方々に感謝いたします。又、

資料を提供 していただいた方 や々お手伝いをしてくださった方々に感謝いたします。本当にありがと

うございました。

名古屋オペラ協会15周年記念誌作成委員会委員長

川 島   博
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名古屋 オペ ラ協会規定

(箔   称)

第 1 条  本団体を、名古屋オペラ協会と称する。

(事

第 2

(目

第 3

(事

第 4条

2

務 局)

条 当協会の事務局を、名古屋市瑞穂区瑞穂通 り5-16 スタジオあい名古屋オペラ協会事務

局 に置 く。

的)

条  当協会は、日本オペラを主体とする音楽芸術の普及、向上をはかり、芸術文化の発展に寄

与するとともに青少年の音楽に対する積極的理解を深め、豊かな情操を養うことを目的とす

る。そのために、

(1)当地方に於ける日本オペラの振興を図る。

(2)オ ペラに関する知識、技術を習得 し、進んで当地方の芸術界の発展に貢献せんとする人

物を養成する。

(3)青少年の音楽に対する積極的理解を深め、豊かな情操を養う。

業 )

当協会は、その目的を達成するために、次に事業を行う。

(1)日 本オペラ協会を主体とする公演。

(2)定期公演、室内オペラ、修了公演、試演会、其の他の公演。

(3)オ ペラ歌手、スタッフの養成。

(4)研究会、講習会の開催。

(5)青少年を対象とする公演、演奏会の開催

(6)オ ペラ台本の委嘱、製作

(7)合唱団の養成。

(8)機関紙の発行。

(9)其の他当協会の目的を達成するために必要な事業。

事業年度はその年の 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 迄とする。

(役

第 5条
員 )

当協会に、次の役員を置 く。

(1)顧   問  若干名

(2)相 談 役  若干名

(3)監   事  若干名

(4)評 議 員  若千名

(5)運営委員長  1 名

(6)運営副委員長 2 名

(7)運 営 委 員  若干名

(8)事 務 局 長  1 名

―-89-一



(評議委員会)

第 6 条  評議員会は委員若干名を以て構成する。

(運営委員会 )

第 7 条  運営委員会は、委員長、副委員長及び運営委員を以て構成する。

(事 務 局)

第 8 条  事務局には、局長のもとに、庶務、会計、渉外、広報の各係を置く。ただし、事情によっ

ては、各係の兼任もあり得る。

2.各係の任務分担は次の通りとする。

(1)庶 務   庶務関係事項全般

(2)会 計   会計関係事項全般

(3)渉 外   外部との交渉事項全般

(4)広 報   宣伝に関する事項全般

3.経理については、運営委員会の要請に応 じて、随時報告 しなければならない。

4.各係は事務局長が推薦 し、運営委員会の了承を得るものとする。

(会員・準会員)

第 9 条  当協会に、会員、準会員を置 く。

(研究生・聴講生 。会友)

第 10 条  当協会に、研究生、聴講生、及び会友の制膚花設ける。

(賛 助 会 員)

第 11 条  当協会に、賛助会員の制度を設ける。

(公

第 12条
演 )

貝

　
貝

　
貝

　
貝

附

附

附

附

公演は次の通 りとする。

(1)定期公演  年 1回を原貝Jとする。

(2)臨時公演  必要に応 じて開催する。

(3)修了公演  研究生の修了時に開催する。

(4)試 演 会  研究生の必要に応 じて開催する。

(5)其 の 他  必要に応 じて開催する。

本規定は昭和57年 11月 12日 より施工する。

本規定は昭和62年 4月 1日 より施工する。

本規定は平成元年 4月 1日 より施工する。

本規定は平成 6年 4月 1日 より施工する。
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名古屋オペ ラ協会規程施行細則

1 ,役   員

(1)役員の任務は、次の通りとする。

イ.顧  問   本協会に対する指導、助言を行い、その発展に寄与する。

口.相 談 役   本協会に対する助言を行い、その発展に寄与する。相談役は必要に応 じて運営委

員会の定める役職につ くことができる。

ハ.監  事   事業を監督 し、指導、助言を行う。

二.評 議 員   評議員は会の重要なことについて相談を受け会の発展に貢献 し、正・副委員長、

運営委員、事務局を委嘱する。

ホ.委 員 長   本協会を代表 し、これを統轄する。

へ.副委員長   委員長を補佐 し、委員長ことある時に代行する。

卜.運営委員   本協会の中枢として、その運営に参画 し、会員、準会貝、研究生等の指導にあた

る。

チ。事務局長   本協会の事務局を統轄する。

(2)役員の任期と選出及び改選の時期、方法は次の通りとする。

イ.顧間、相談役、監事、評議員の任期は特に定めなく、選出は運営委員会の推薦による。

口.正 。副委員長、運営委員、事務局長の任期は 2年とし、再選を妨げない。

(4月 一日より翌年の 3月 31日 まで)

ハ.正・副委員長、運営委員、事務局長の 選出方法は次の通りとする。

(イ )委 員 長 運営委員の内より1名 を互選により選出する。 (任期満了の 3ヶ 月前)

(口 )副 委員長 運営委員の内より2名を委員長の指名により選出する。

(任期満了の 3ヶ 月前)

(ハ)運 営委員 新 しく選出された委員長、副委員長が新運営委員を選出しその任務分掌を決定する。

(任期満了の 上ヶ月前)

(二)事 務局長 新 しく選出された委員長の指名による。 (任期満了の lヶ 月前)

(ホ)正 ・副委員長、運営委員、事務局長は評議員会員の依嘱を経て後、次期役員となり4月 より業

務を行う。

(へ)尚 、欠員が生 じた場合、又は運営委員会で必要と認めた場合には、評議員会にはかり、これを

補充する。

(3)委員長、副委員長、委員は本協会主催の公演、コンサー ト等に出演できるものとする。

2.運営委員会

(1)運営委員会は正・副委員長、運営委員を以て構成 し、必要に応 じ事務局長も加わり、発言すること

が出来る。

(2)運営委員会は本協会の運営に関する基本的事項について、すべての意志決定を行う。

(3)運営委員会は委員 3分の 2以上の出席があれば成立するものとする。ただ しあらかじめ議題を提示

し、委任状を得た場合は、出席とみなし運営委員会は成立するものとする。

(4)議決は過半数を必要とするが、賛否同数の場合は議長がこれを決定する。

(5)運営委員会の議長は、委員長とする。ただ し事情によって、副委員長が代行することがある。
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(6)運営委員 (正・副委員長を含む)は年額 5万円を毎年 4月 に納入するものとする。

3.企画委員会

(1)目 的 本協会の公演、製作、運営等について委員長の諮問に答えるものとする。

(2)構成 運営委員 2名 。会員 3名・準会員 3名

(3)任期は別に定めない。

(4)委員長の判断により適当な期 日に随時開催する。

4。 会  員

(1)会員を希望する者は志願票及び検定料をそえて等協会に願い出なければならない。

(2)会員の選出方法は次の通 りとする。

イ.準会員または研究生課程修了者の内より、オーディションを行い選出する。

口.運営委員会の推薦により、オーディション又は所定の審査を経て選出する。

(3)会員選出についてのオーディションおよび推薦は年 1回を原則とし、 4, 5月 頃に行う。

(4)会員は定められた規程施行細則にしたがって、本協会主催の公演に出演することが出来る。又会員

は研究生の指導にあたる場合がある。

(5)会員は本協会に類似 した団体の公演等に出演する場合は、運営委員会に申し出て、許可を得なけれ

ばならない。

(6)会員は本協会とは別個に、これに類似 した活動を行うことは出来ない。

(7)会員は入会時に入会金 1万円と会費年額 3万円を一括納入、時年度よりは、毎年 4月 に会費を一括

納入する。

(8)会員は研究生の講義を聴講することができる。但 し、聴講料は 1回は (2コ マ)を 500円 とする。

5.準 会 員

(1)準会員を希望する者は志願票及び検定料をそえて当協会に願い出なければならない。

(2)準会員の選出方法は次の通りとする。

イ。研究生課程修了者の内より、オーディションを行い選出する。

口.運営委員会の推薦により、オーディションを行い選出する。

(3)準会員選出についてのオーディションおよび推薦は年 1回を原則とし、 4月 頃に行う。

(4)準会員は定められた規程施行細則にしたがって、本協会主催の公演に出演することが出来る。又準

会員は研究生の指導にあたる場合がある。

(5)準会員は本協会に類似 した団体の公演等に出演する場合は、運営委員会に申し出て、許可を得なけ

ればならない。

(6)準会員は本協会とは別個に、これに類似 した活動を行うことは出来ない。

(7)準会員は入会時に入会金 1万円と会費年額 2万円 (68年度以降)を、次年度よりは毎年 4月 に会費

を一括納入する。

(8)準会員は研究生の講義を聴講することができる。但 し、聴講料は 1回 (2コ マ)を 500円 とする。

6.会  友

(1)会友は相互の親陸をはかり、併せて本協会の発展に寄与するものとする。

(2)会友は、公演の入場料金の割引、研究会、講習会などへの参加、リハーサルの見学、機関紙の配布

等の特典を受けることができる。

(3)会友は、次の者を以て組織する。

イ.研究生課程修了者で入会を希望する者。

口,会員、準会員で本協会を大会 した場合は、会友となることを希望するもの。
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(4)会友には、次の役員を置き、任期は 2年とする。

イ.代表者  1名
口.幹 事  2名

(5)事務局は、名古屋オペラ協会事務局とする。

(6)会友は、入会時に入会金 5, 000円を一括納入する。

(7)入会金を納付 した者は会友となることが出来る。

7.ス タッフ要員

(1)オペラ歌手育成部の課程を修了 した者で、本協会の公演にスタッフとして参加希望する者について

は、運営委員会でその採否をきめる。

(2)本協会員以外で希望する者については、運営委員会で採否をきめる。

(3)本協会の公演並びに育成部の授業等について登用するピアノ伴奏者については運営委員会の推薦に

よって決めるものとする。

8。 公  演

(1)定 期 公 演

イ.年 1回を原則とし、同じ演 目で複数の地区で公演する場合がある。

口.演 目は日本オペラとする。

ハ.出演者の選出方法は次の通りとする。

キャス ト  会貝中よリオーディション又は運営委員会の推薦によって選出する。

準会員は、その必要に応 じて運営委員会の推薦によって選出する。

研究生参加の必要が生 じた場合は、特別に運営委員会に図る。

スタッフ  運営委員会にて選出する。

三。キャス ト、スタッフ共、外部から依頼することがある。

ホ.入場料金は、徴収するものとする。

(2)室内オペラ

イ.運営委員会が必要と認めた場合に開催する。

口,演 目は日本オペラ以外にも、外国のオペラ等をとり上げる場合がある。

ハ。出演者の選出方法は定期公演に準ずる。

三.入場料金は徴収するものとする。

(3)其 の 他

イ.運営委員会が必要と認めた場合に開催する。

口.一般および青少年を対象とするオペラの普及を目的とした、オペラ教室や歌曲のコンサー ト等を

開催する。

9.オ ペラ歌手育成部

(1)オ ペラ歌手の要請機関としてオペラ歌手育成部を置く。

(2)研究生を希望する者は志願票及び検定料をそえて当協会に願い出なければならない。

(3)研究生受験資格は次の通りとする。

イ.音楽大学卒業者 (応募年度の 3月 卒業見込者を合む)

口。音楽大学卒業者または音楽専門学校卒業者 (応募年度の 3月 卒業見込者を含む)

ハ.イ 、口の場合と同等の力があると認められた者。 (音楽大学 3、 4年在学中も可)

(4)教育 目標は次の通りとする。

研究生に、オペラに関する教養や、基礎的知識、技術を習得させ、会貝として公演に参加 し得る

有為な人物の育成および、音楽教育界、一般社会に対するオペラの普及、理解に貢献する人物を育
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成する。

(5)就業年限は 2ヶ 年とし、授業回数は年間約55回 (特別講義等も含む)と する。

(6)教育内容は次の通 りとし、イ、口、ハそれぞれに細 目を設けるものとする。

イ.オペラ全曲・オペラアンサンブル

ロ.演  技

ハ.講   義

二.其 の 他

(7)1年 目の進級時および 2年 目の修了時に、進級および修了を認める試験を行う。

(8)研究生課程修了者は会員、準会員となるためのオーデイションを受けることが出来る。

(年 1回 4月 頃に実施)

(9)修了公演

イ.修了公演は研究生修了時に行うものとし全員参加するものとする。

口,参加出来ない場合は修了を認めない。

ハ.演 目はオペラ (日 本を主とし、外国オペラ等)を主とし、オペラ 。アリア及び歌曲の場合もあ

る。

三.入場料は徴収することがある。

(10)試演会

イ.試演会は育成部長が必要と認めた場合に開催するものとする。

口.演 目は修了公演に準ずる。

ハ.入場料は徴収 しないものとする。

(■ )研究生が、本協会に類似 した団体の公演等に出演する場合は運営委員会に申し出て許可を得なけ

ればならない。

(12)研究生は本協会とは別個に、これに類似 した活動を行うことはできない。

(13)研究生は、入会時に入会金 1万円と年度授業料10万 円を一括納入 し、次年度よりは、 4月 に授業

料を納入するものとする。

(14)研究生の休学及び復学の扱い

イ.止むを得ざる事情により休学する場合は休学届けを委員長宛に提出するものとする。

口.復学する場合も同様に復学願を委員長宛に提出する。

ハ.休学及び復学については下記のように扱うものとし、それ以外は認められない。

(イ )前 期期間中に休学の場合

次年度の前期始に復学 (復学時に次年度分授業料10万 円を納入)

(口 )後 期期間中に休学の場合

次年度の後期始に復学 (復学時に授業料の半額 5万円を納入)
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オペ ラ歌手育成部 内規

講 義

1.修業年限は 2ヶ 年とする。ただ し、 4年まで在籍できる。

2.1年 を前期と後期に分け、前期は 4月 1日 より9月 30日 まで、後期は10月 1日 より3月 31日 まで

とする。

3.講義は週 1回を原貝Jと し、年間55回 (特別講義、集中講義、臨時演習を含む)を行うものとする。

1回を 2講座に分け、 1講座90分 とする。

4.授業科 日、指導 目標、年間指導計画表は別に示す。

特 別 講 義

1.合宿等、特別に行う講義、実習は原則として参加 しなければならせい。その費用は実費徴収する。

進級及び修了         _
1.進級及び修了試験を受験するためには、原則として、前授業 日数の 3分の 2以上出席 しなければ

ならない。

2.病気、災害、事故等止むを得ない事由により試験を受けることができなかった者は後 日追試験を

受けることができる。

3.再試験は行わない。

聴  講  生

1.聴講を希望する者は志願票に検定料を添えて当協会に願い出なければならない。

2.応 募 資 格

イ。音楽大学卒業者 (応募年度の 3月 卒業見込者を合む)

口.音楽短期大学卒業者又は音楽専門学校卒業者 (応募年度の 3月 卒業見込者を含む)

ハ.イ 、口、の場合と同等の力があると認められた者。

3.選 出 方 法

運営委員会の書類審査による。

4.受 講 科 目

研究生の教育課程の中から希望する科 目を選んで受講するものとする。又、合宿に参加すること

が出来る。

5.試験の扱い

研究生に課せ られる試験については、参加するが採点の対象とはならない。但 し、受講科 目の修

得証明書を希望する者については、採点の対象とする。

6.会員、準会員となるためのオーデイシ ョン

運営委員会の推薦 した者に限り、オーディションを受けることが出来る。

7.公演のためのオーデイション

同  上

8,修 了 公 演

運営委員会が認めた場合には、参加出来るものとする。

9,検定料、入会金、授業料

イ.検定料  10,000円

引 許



口,入会金

受講科 目の多少及び期間にかかわ らず 10,000円 を納入のこと。

ハ.授業料

聴講希望科 目の 1コ マにつき、1,000円 を納入のこと。

二.教材費等の徴収は研究生と同じ扱いとする。

運営委員、会員、準会員、研究生共通遵守事項

1.入場券の販売については、出演の有無にかかわ らず、協力 しなければならない。

2.納入金については、如何なる理由があっても、返金 しない。

3.退会 (研究生=退学)を希望する者は、退会届 (研究生≡退学届)を委員長宛提出しなければな

らない。 (送付先は事務局長)

4.協会員の休会の扱い

イ.止むを得ざる事情により、休会 (研究生=休学)を希望する者は、休会届 (研究生=休学届)

を委員長宛に提出しなければならない。 (送付先は事務局長)

口.会員髄びに準会員の休会者の会費納入は半額とする。

ハ.休会は 1年を越えないこと。 (1年を越える場合は再度休会届を提出すること)

5.協会員の復会の扱い

イ,復会を (研究生=復学)を希望するものは委員長宛に復会願 (研究生=復学願)を提出しなけ

ればならない。 (送付先は事務局長)

6.本協会の秩序を乱 したり、品位を損なう言動があった場合は、運営委員会の協議により、注意又

は除名することがある。

以 上
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相談役に関する内規の追加

相談役 に関す る内規

(趣   旨)

1.名古屋オペラ協会は本協会のますますの発展のために相談役の中から次の役職を定めることがで

きる。

(1)会   長

(2)副 会 長

(目    的)

2.こ の内規によって会長及副会長名古屋オペラ協会に対する指導と助言を遂行するときの地位と立

場を保証する。

(設   置)

3.名 古屋オペラ協会がその充実と発展のために指導と助言を遂行するとき、運営委員長は運営委員

会の議決を経て、会長及び副会長を委嘱する。

(職 務),

.会長及び副会長は運営委員長の了承の上、次に定める各号の職務を遂行することができる。

(1)運営委員会に出席 し、所信を述べる。ただ し、議決権は有 しない。

(2)名 古屋オペラ協会の行う各種の事業に参加 し、音楽的水準の向上のために指導を行う。

(3)名 古屋オペラ協会の発展のために対外的に積極的な活動をする。

(4)そ の他名古屋オペラ協会の発展のために必要な活動をする。

4

(任期及び終了)

5,任期は特に定めない。

2)任期の終了は運営委員会が定める。

附 則   この内規は平成 5年 4月 1日 から施行する。
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こんな部屋があ″とtふ音楽はもつと楽 (くなる。

いい音を、周囲に気がねなく、存分に楽 しんでいただく

ための1央道音場空間。それがヤマハのアビテックス。

一世紀以上にわたり音づくりに励んできたヤマハの経験

と知識を結集 した成果です。空間の制約 を感 じさせない、
コンサー トホールのような臨場感をぜひご体験 ください。

お・もいきり演奏できる防昔効果。
ピアノのフォルテの音を普通の会話程度まで抑える優れた防音機能が

備わっています。

耳にやさしい快適音場。
音場パネルでバランスのとれた音響特性。白然を響きの快適空間です。

スイッチひとつでホール音響。
最先端のL SI技術を使い、世界の有名ホールの音場を再現できます。

ユニットタイプとフリータイプを用意。
豊富をバリエーションのユニ ントタイブのほか、思いのままに設計で

きるフリータイプも用意 しています。

パネルエ法でスピード施工。
ヤマハ独自のパネルエ法により、ユニットタイプで1～ 2日 、フリー

タイプでも約 1週間。

ヤマハ防音室

アビテックス
YAMAHA SOtND ROOM SYSTEM

YAttAHA

ヤマハ (株)名古屋店
名古屋市中区錦―丁目18-28

TEL(052)201-5151(代) FAX(052)201-5400



芸術 は、いつでも、夢 ″ %。

KAWA_I
CttCERT PIANO
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